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との調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のため基本調査として，北海道

lこ調査を委託し，道立地下資iUfl謂査所におい

て，実施したものである。
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子守のL地質図聖楽古岳(宣II路一第 67 号)

北海道立地下資源調査所

北海道扶日rti 鈴木 守

北海道嘱託橋本誠一

北海道晴元浅井 宏

北海道伎町松下勝秀

はしがき

この同信託日 :-51. 昭和 29 年より昭和 32 年までの 4 年にわたる同に，のべ約 300 FJ で

行った地査の治果をとりまとめたものである c

野外調査は，おもに筆者たちが行ったものであるが，次のように，多くの方々の御段助

と御協力をうけた ril司記して， )享く街Jtしを l~ しあげる。

舟i高三月 様(以川上流の変成岩類および鉱床

日目立二 昭 来古日周辺の変成岩頭， ミグマタイト積

木崎甲子同 古語別ミグマタイト・ドームとその周辺

中;示

沢 俊!!)~

東側の堆積岩類

様{jj，川流域の堆積岩組および変成岩組

また，現地で(土河1-1:お苦，浦河町役場の各代〔からいろいろと仰便宜をとりほからって

頂き， ;IH河町:二十'FCClの浜熊利氏には，一方ならぬお世活をいただいたご心から感謝の志を

去する

なお，この詑司書をまとめるにあたっては， 円高研究グループの諸氏から，ちくのj主的

と討論をたまわった r あわせて謝立を去するつ

北海道大学理学部地質学鉱物学教室

料北海道学芸大学地学教室

中
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I {古:u"l~~ よび交通

日高山抵の脊i;iミ区をとして，その東側行政区劃のうえでは，

この悶隔は，北緯 42"10'~42 c20う東経 143cO'~143 コ 15' の胞団にあり，芳郎 U rヲi山脈の

主陵をふくむ地成である

の地域は広尾町に，西側の l毘別]l!流域は浦河町，様iJ~)JI!流域および，問民法様似町

:こ，図1隔地j或の東南端は1民泉村!こ，それぞれ属している。

を中心に発達している

iSi幅地域内は，すべて山地であるため，村落はおもな川すじの平Jll地にす {Iiする農耕地
さつらつこ

そのおもなものは，活古川中流の札来古，メナネ/ェンベツ川にそ

¥

。 /0

第 1 図 位置・三通?ヨよじ I日目
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かみさねうす しんとみ

う上杵日開拓村落，様1以川流hi;(の新五などである

これらの村落に達するには，キし来たには広尾町より，上ドF日:こは，国鉄円 i勾線[院別より

it臼を紅白ずるトラック道胞が，または，様似より新店をとおるトラック j草山が，それぞ

れある。このほかのおもな道路としては，件円よりニオベツ川にそってメナ己/ェマシ川に

lヨち1' 1)

通ずるものと，幌浦から図幅地域の百[有にあるパンケ川に通ずる逗~1主があげ、られるコこの

2 つの道路は， )玉村の目的で閉さくされたものであるつ まだ，上杵臼より 72;ilff77をへて，

F11'~jLfrj~を横断し，キし活古にぬける経山がある(この経時(ま，三角 ;81J 泣のためにきり問か

れたもので， 3見([は，主主IfJ道路として利用されている

II 地形

この|苅也!}i~ には，南部日 74山店長脊出部がふくまれて lいる→脊治部は，この地域の中心

部をとおり， NW-SE のガ111J に走っていると主陵上のおもなLlJn}は，北から南に，野塚!三

(1，35301)，ニオベツ巴(1，371 01) ，イ・日(1，45701)，楽 It117:: (1 ，47201)，広尾 if} (1,23001)

なと、の襟 1 ，000 ill をこすrJJ々があげられる=これらのIf!日(土， 日高山脈の北部やI~l r5f5 の

ものにくらべて高山が低いが， しかし，峻院な山容をしめしてコるものがおおいこ

rJ rW氏の脊沼部l土立岩や火成岩間から構成されているだめ，脊とi53;の東・百If町田j の

iiH長岩の発j主している地域にくらべて，ひじように， ，/t£l峻な地形を呈している二

また，官官珂の発J主している地;出;では引二ill!日ーな日出層lt'rの ILr地地;i- j-j:::こくらべて，

q工一三紀!日の発主してける地相:は，低地;;iJ'または 1 1I It也 4自:をつくっている このような地形の

ちがいは.一却でほ，望程岩煩の侵蝕:iL寸に;ij·-:t- るせん i: ~C;0なあらわれと解されるが，

!舟;1? と不/どうiU1!~t責岩花:とのいちじるしいJ也市川不連~rdc'I' .'I: : 土.それぞれのf也市の隆起と祥三

の主にもとづくものと忠われる

この地そ/;)河川には，有治山脈を't'心として，三:二流れるものとヨに流れるもの

の 2 つの系誌があるーに目するものはを日から五日二とりに平:引こそそぐ石川，

;/':i!IJII ，え Jl! ，左引 ff ，百広[引 il ，中広 It 川広 i 呈J[[， 三 :I'UI! などがあげられるへま

た 1~ 免許:二 i正するもりには，士山戎のゴヒからソガベツ沢，メナシェマン jii ，ニオベツ川，メナ

、ンュンベヅJi f ，ペンケJl I およびベンケ川などがある「これらの'1 l: ぷ IJr:j! えを ij: 心として，三・

日の両翼:己主下して〉る河谷系は，それぞれ，いちじるし ).l ちがし 1がみとめられる すな

わち，百;刊の河谷ま，いずれも ;!J )1f:の走向に直交し， ENE の;ヲ lil] (こ，ほとんと、白線引な流

L与をと一てハるハそして，これらの河川の日の I~:J 段rfr 地;こ:-;:， NN\Y-SSE 万向の rLr Bi f\. の

-3-



走向方向と一致している側流谷やケノレンコノシが配列しているコそのうちでもっともけんち

ょなものは，野塚川上流より東広尾川に達するものであるコこれは，野塚川と活古川をわ

ける側稜上， 1,173 m の西方のケノレンコノレにはじまり，長古 JE と 1，056 m の間をへて， 中

広尾川と東広尾川の中間の側稜との I岐部にいたるものである。これは， ミグマクイトの発

達している地帯と変成岩の発達して l) る地帯の境界線にほぼ一致している。また，野塚川

中流から南にのび，佐相山の東方で，まえにのベナニケ Jンンゴノンと合する鞍部の配列 jが，み

とめられるっこれは， 日高層群の中の砂岩地，貯と *~if!Z 宕地F貯との境界線に重なるものであ

るつ

脊:誌の西側の河谷系は，東側のそれにくらべて，慢桔な配置をしめしている一西側のお

おくの河川の上流部は，東側の河谷系とおなじ方向に発達しているが，その中流部になる

と，山脈の一般的走向にほぼちかい SN の方向にかわる勺このよい例は，ぺンケ;r I，パン

ケ川，ニオベツ川にみることができる。

このように，山脈の東側と西側とで，河川系の方 i司 'l~f:がちがう性質をしめしていること

は，脊梁山脈を中心として，東・西両地域の地立構造がちがっていることと一致、している

もので，注目しなければならないことであろうコ

河段丘は，図幅の西側の地域 lこよく発達してし)るつここでは，河床面からの高支によっ

て 3 つに区分することができるコこれらは，上位のものから第 1，第 2，第 3 河段丘とよ

ぷコいずれも砂陳層をのせているが，それぞれの主底にほ，基盤岩が露出しているつ第 1

河段丘は，河川の中流部では，河床面より約 120 m~160 m，第 2 河段丘は 20m~40m ，

第 3 河段庄は 5 m--lOInの比奇差をそれぞれしめしていて，上位のものほど間貯の民合が

つよい。また，凶 i隔の東部地域の河段丘は，現河!/ドかるの丙変が小さく， Jffil 主段丘のこと

がおおいご

III 地質

III.l 地質概説

この図隔地域は，日高交成 fi? を横断しているため，中央地域では，山脈の脊同にそって，

NW から SE の方[討にひろく変成岩類や火成岩類が，帯状に分布している そして，こ

の中軸地帯の両院 IJ には，不変成の堆積岩類が発達しているコ

変成 fi?( ま，その中心部地域にミグマタイト類がヨイ Ii していて，これをとりまいて，片 Ii:!;

岩片岩およびホノンンブェノンエ演が発達しているコこれらの変成岩穎の岩三や担摂は. 日高

-4-



L1J脈のほかの地域とまったくおなじように，その東可TJij側では，ひじようにちがっている斗

日高山脈の西但IJの変成岩帯は，東側のそれにくらべて，幅広く片状岩が発達しているこ

とで特色づけられる。ここにみられる岩石は，引長石r&状変l早1黒雲可:JiL.岩・ :f:f長石斑状支

11古黒雲[手片府岩・トナノレ岩1~のミグマタイト片岩などである。これに対して， 日高rL J

~:r(の:弔問IJ に発達する変成岩類は，片状岩の発達也閉はせまい。変成岩頭のうち，もっとも

広く分布するものは，変砂岩・変粘 jJ:Z岩を主体とするホルシブエノレス類であるぺ片状ホノン

シブエノレスおよび泊決黒雲可:片 I~j:岩などの片状岩類は，中軸帯の東翼を構成して，帯状に才

有しているつ

中軸，H?の中心部をしめているミグマタイト類は，黒雲母ミグマタイト・合"と r
l
)'石万三三法

ミグマタイト・花崩岩質ミグマタイトなどである。

これらのミグマタイト類や，変成岩類の発達している地域には，おおくの火成岩類がj辻

入してしユるっこれらの火成岩類の発達のようすは，日高山脈のほかの脊栄地域にみられる

のとおなじように，百翼ではおもに出主性岩の近入がみられ，東翼では酸岩が貫入して

いるム主基't'!:岩のうち，整合的近入岩は近入した後に変成作用をうけて，免閃岩となり，

さらにミグマタイト化している部分もみとめられるヴこれらは，角閃石の山去によって，

いくつかの程預に分類されるっそのそれぞれは，まえにのべた変成岩の特定のタイプにと

もなわれている c ミグマタイト帯と片l咋岩帯との境界には，主主情岩や同元吉岩が近入し

ているつまた，東翼では，花白岩がミグマタイト'帯と片!点岩帯との間に毘出している

変成'出;と，堆積岩主Jjの発達する地域との境界においては，脊梁山収束伊[ijではアプライト

立岩石の発達する地帯があり，百自IJでは街上断層にそって，かんらん岩， ~11m角閃岩が迫

入している。

すでにのべたように，変成千i一?は rjJ核部に発達しているミグマタイトを中心として， ~~.

再に )f:対称的な帯状配列をあきらかにしめしているが，図幅の北部地域と百部地域とでは，

二次的な構造上のちがいがある。

すなわち， na有の地域では変成'貯の 1隔はおよそ 5km で，変成岩美日;・火成岩類は見亨 tJ.

帯状分布をしめしている。これに対して，後者の地域では変成帯の隔は 15km にも達して

いて，水平にちかいひじようにゆるい角度の傾斜の発達により， ;tl};l)~5c1:J:主みだれているコ

すなわち，この図l隔地域は， Fl ，苛変成帯の東. L~l の両地質構造に，さらに， ZE成市中部 (AI

民民地域)と南部 (I悦満地域)の，それぞれ呉った地質構造の要素をあわせもった地坑と

いうことができる。

変成帯の両側に分布している堆積岩類の大部分は， Jt白主紀の日高層群である このほ

-5-



かわずかに，白豆紀層や新第三紀層がみられる c

日高層群は，ほかの地域とおなじように化石を産しないc そのうえ，構造運動の影響を

つよくうけて捜乱されているため，その地質時代や層!予をあきらかにすることはひじよう

時代 層 序 f層厚ノ

第 世後J中
現 i可床堆積物

崖錐堆積物
問

紀 宮洪 河¥lt丘 I詫積物第 2

第 1

新第紀二 (締世中町，
ヰL 楽 古

250mｱ

新 富

白 エサマンベツ層 1∞m土

翌

紀
600 問主

F 居

700m主

上部 ナメシ
E 唐

400m主

D 活訓
lOOOm",

日

日 ン C 屠

600m+

ri')l

層 B I吾

層 80Cm+

白 l 雨群

下 I '#~ IC 暦'if、、 削)m~

2己 I 1l1, lfiji

1ILIB 層
古iιリ i白iI-u川 m -t-

1ほ

制刑 尽 A !首

3.200m~

岩 相 その他

日高変成帯の衝上運動

T泊 l 黄灰色頁岩，礎岩

関係未詳

T5hI 泥岩， lit岩，磁岩

断層

Ce I 型色頁岩，合石灰質団球

一ー一一断 層ーー
暗灰色頁岩，淡灰色砂岩

Urn I 縞状砂岩，泥岩 E層
合石灰百団球

断層

日高変成帯の衝上運動

花岡岩.斑嬬岩 i ミグマタイ人片

輝緑岩の道入 i 麻岩類の形成

灰緑色板状砂岩，
HMFI

合黒色頁岩ごの薄互喧部

断層

HMd 空宇野!粘板岩薄互層

断宥

断層

)円台 ι' ， \ij 略状帖何岩

八

日

第 2 図一民地賀市「子表
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にむずかしいュしだがって， この図I隔地主主では，岩相の分布および，その相互の関係を，

村民f7}図 l隔や広尾図 Ii邑の調査結果と比較検討して，下部日高層と上部日高層群の 2 つにわ

けた c 白主紀店 1-0.制のL1 J苛 JPi群中に断!討で，はさまりこんでいるものが確認された。

このほか， I時代の(まっきりしないこ白主;紀!d とみられるものが，東日両翼の円高層群の中

に，断層で境されてすがしている c 新第ミ手己~~~も，まえにのべた白主紀屑とおなじように，

町層で日高層群とせっしており，川端居の土部にだ比されるものとみられる二第四紀層は，

名「河川にそって発達しており， 1J~t車問に属する河岸段丘Jt~積物と沖積 jP¥I とである

II I. 2 堆積岩類

III.2I1 先自主紀層

支fjx3W の両 1~Jj i二分布する堆積岩類は，ほとんどが ;I亡白主紀に局する日高層群である二日

高層群は，上部とド部に大別されるが，それら日互の関係はあきらかではない〕また，こ

れらは，神!式日図恒の中に発達している，上部日高層群と下部日高「吉祥とに，それぞれ担

当するものと推定される。

日高層群は，完相から;大のように日分することができる

F 腎

E 層

D

c
メナシュンベツ層

上部日高層詐
B

A

広尾 )

下;百日層苦手 ii

C

B

A

r

i

-
-
}

、
i
i
l

-

t

L
Lん

下部日高層群

この地域の -F: 'fr~ r~i iγ同詳は，変成 Jjil: の京日 Jにだけにしている ζ この日群を、 i 'j 日と

よぷ

楽古層

広尾下記 H再・・・調主中
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この地層は，さらに下部より， A , B, C の各部同にわけられるこ これらは，帯状配ダIJ

をして発達しており， しかも，変成帯と斜交する分布方向をしめしている

A 層 (HRA) : この地層は，下部日高層群の段下部層とみられるコ変成帯に直接して

帯状に分布しているが，変成帯にそった，幅約 2，000m ほどの部分は，ホルンブェノレス化

してし)るコその層厚は，約 3，200 m と推定される。岩相は，砂岩の中に，粘版岩がラミナ

をつくり，数 mm-1 em ごとにくり返す縞伏砂岩を主とし，部分的に，砂岩あるいは粘は

岩層を介在しているつこのラミナ様の互層部の堆積状況から，地層の上下関係をあきらか

にすることができる。なお，この地層の下部には，石氏賞団球をふくむ部庁が 2 帯みとめ

られるつ

B 層 (BRa) : この地層は， A 層の東側に，約 1，200 m 前後の幅で，整合的lこ発達し

ている下部日高層群の中部層である。層!享は約 1，100 m 士である。南部の東広尾川附;!J:で

は，断層によって切られ，南東部に転位しているつおもに灰色の中位砂岩からできている

が，粒度は一般に，南部では粗粒で，北部では，細位から中粒となるこまた，垂直的lこは，

上，下部は細位で，中部は粗粒という傾;司がみとめられる。

この砂岩の中には，キ占収岩の破砕片を多く含み，それがこの層の一つの特ちようになっ

ている。

C 層 (HRc) : この地層は，悶幅地域の北東部来古川Iから東広宅川!にかけて分布す

るコ楽古層の最上部層をしめており，下位の B 眉とは，漸移関係にある=層厚は，がOJ 2,500

m 士であるコ岩相は，おもに黒色のち密J足立の粘ほ岩からなり，下位のB 冒との漸部に

は，縞吠の砂岩がかなりみられるつ

なお，この地層は東側で上部日高層群の広定層と断層で接している

上部日高層群

この地時で上部日高層群に属するとみられるものは，変成帯の西倶iJ に発達するメナシェ

ンベツ層および，頁側に発達する広尾層である、この両者の関係は，まだあきらかではな

し )0

広尾層 (HBi)

この地層は， F計画地域の北東部にせまい分布がみられるだけであるc そのおもな分布は，

隣接する広尾図11Eの中であるつしたがって，この地域でみられるのは基ぽ部の一部にすぎ

なしユ。

岩層は，おもに砂岩からなり，全般拐にせんlmがI:) ちじるしいコ下位の史古層とは，断

層で接しており，その境界部一帯は，いわゆる白葉状岩石となっていると

8-



メナシュンベツ層

この地層は，変成惜の西側に)よく分布しているが，いちじるしく構造;;lli勤の影~~~}~をうけ，

断層がおおく，変形もはげしいので，その層月三を確立することは困難である c しかし，そ

れぞれの岩相の分布，構造などから，下牝より， A , B, C, D, E , F の各部層に細分す

ることができるコ

A 層 (HMA) : メナシェマン川流域にわずかに分布している。おもに， 千枚岩自の

粘以岩からなり， N60二~W の走向をもち，ほとんど直立しているつまた，上部には，石

氏岩を介在しており，その周辺には，序さlO cm~20cm ていどのチャートの薄層をはさ

んでいるっ閃幅地域外ではあるが，メナンェマン川の本流では，岩l本状に輝ね宕が，近入

している部分がみられるコ

これらは，つよく砕されていて， さらに，いちじるししユ珪(r.f!:J+Jをうけているコ層厚

:ま， 400m以上と推定されるコ

B 層 (HMB) : 椋似川流tE!(， 新沼~落の南西山地[こ広く庁イIi しているつ

吉 ftlは，黒色粘↑!ミ岩を主体とし， しぼしば凶砂岩をはさんでいるコこの部層には，とく

におおくのレンズ決の石町岩が，介 fi: しているで粘ほ岩は，ち密J加えで，もっとも典型的

な粘収岩である

このなかには，やや!足立のお力があって，ラミナを形成しているコ砂岩は， JI百J字 3m

~5m で， I店i官古氏色ないし F灰:むωl色を呈し， 布粁粘[月il山1叫乙ルt岩守片片aをふくんでいるコ石り民〈岩は， 再i示h封品:

のため大j月三石(に三カか〉わつている J このよ也層でも，石川岩の周辺には，チャートの薄層が多 l-'o

f自立構造は，南北および東日刊の断層によって，いくつかのプロヴクに分断されてはし〉る

が， N20 コ W 方[IS] の宿 i由利iが，断片的ではあるが，みられるュ!両足は， 800m 以上と推定さ

れ，下位層との関係は不明である二

C 層 (HRc) : 新包部落の南部に，やや広く分子げするほか，滝の沢，ニオベヅ川 F流，

ニゴベツ川からメナシェンベツ川にかけてのj:J1U:断層と新第二L紀!百との問に，それぞれせ

まく分布しているご下位の B 層とは，断層で接しているが，三布および地立構造からみる

と， ，斬移関係にある可能'I''f:がつよい

5十日(ま，おもに氏色~民主色の示問中ずないし中村の砂;ぎからなり，黒色粘 !1~ 宕をわずかに

，;~さんでいる τ この砂岩は， B 層の山砂岩とほとんど同じであるごとむえのひじように回目

なもので， 60コ(立の角度で交る担問がいちじるしく発達しているのが右ちょうである。ま

た，この砂岩には，ひじように石見粒がめだっ部元、があるが，間半として追跡することは

できなかった J 粘ほ岩は，な 50 こm~lm の層厚で， まえにのべた砂岩にはさまっている
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が，どこでも，いちじるしく破砕されている。層厚は 600m 以上と推定されるぐ

第 3 図 メナシュンベツ憎 C 用(様似 }I I)

D 層 (HMD) : メナシェンベツ層のうち，もっとも広く分布している

岩手日は，黒色ないし古黒色の粘板岩を主体とし，ところによっては，砂岩をはさんでい

る。

粘似宕は， B 層のも!i+:i岩にくらべて，やや砂買である c 砂岩は・層厚 1m~5m で，下

位の C 層の砂!f;1こくらべてやや凝氏質で，粗しようである

との地層は，せん断をつよくうけている部分がおおし部分的こ片JG;)えないし下竹

岩状になっているととくに， 1~j 土断層に;Jil)"in-では，この傾 !~lJ がつよい σ

このように岩相が単調であるので， くわしい構造はわからない 層厚は，はっきり Jな

いが， 1,000 m 以上とおもわれる。

E 層 (HME) : ニ六ベツJ[!，メナシェマン川に話出している

岩キHは，細17k砂岩， ;:_~~色粘，i:，ii..T~~ とのラミナ状の互層を主山としていて， 1m 前後のチャ

ートの法!国を，主えればさんでいる。互層部は，上部になるにしたがって，行会、賀市をす

る傾向がある。

下位屈との|見係(ま，町田で接している乙屑j手は， 400m 流後であろう

F 層 (EMF) : メナシェンベツ川下流に襟式叩に発達しており，ほかの地には全く

みられないっ

岩十fli; ， t沙岩を主とし，黒色頁岩との規則的な互層部をふくんでいるへ砂~~;:;i ，
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色を呈し， :1-:社ないで， ?寸 i宅こ?出の部すがある 立居;む;土，層 I手 50cm~1 m

で，さらにそれは， 5cm~lO c!11ごとに岩から頁岩になる ;11宇宙のをしめしている。

Eワ刊トの飴i奈によれ(-J， ド冒との同係(土，断層で接しているが，整含淵びする III能'[1/:が

III.2.2

つよ h 「日 l字(ま， 700m ， :81去とおもわれる

~~

白茎紀層

自主紀屑:ま，せま l にしかう、-{Ii しないが，守化イ?のエナマンベツ!骨と， f三く化石を

子まないか，あるいは， fヒ行が発見されていないボ分離白'，:日記層とにわけられる J このボ

すl詮白主紀層としたもの(土，白主紀層である証拠は今のところないが， HZTは日 l古田府と

ちが、';，むしろより上{立のものであろうという感じがつよいので己主紀層とした J しかし，

i当代の決定(主将ポにのこされた l13j i退であるコ

未分離自重紀層 (Um)

このよ世層(ま， ~t成，jij:の京・百の forj r~， :j に分布しているコしかし，おたがいの関係はあきら

かでない。

西側の未分離白蔓紀層: メナシェマン川，ニオベツ川， シロチノミの沢の各流域に発

三しているほか，また， {ま似川上流，エナマンベツ沢にも，かなり)よく分布している。

岩目立， .r;l~~色ないし日白川色を呈する頁宕を主体とし，決灰色ないし同紙色の中j:よ砂岩を

:まさんでいるコまた，同Tifの砂宕頁岩の薄互!膏の部分もあるコ頁岩の特ちょうは，風化作

なによって細かく砕け，酸化で:IJ; さびのできていることで，そのようすは，新第三紀の頁

吉とみまちがうほどである c 砂岩は，れしような凝氏岩の宕買で， Ui~群層のそれとは，

容易にみわけることができる メナ、ンュマンj[!， シロナノミの沢では，この地層のヰl に操

~~L "，~!i 古の i有 j，-)日官に周回を断層でかこまれて，プロザク状にサ

ヨ部が frまれているが，厚さは 20cm~30em のレンズ状に発達しているだけである。 操

竜は，多い Hiliに，粘 1 1)岩，珪岩，珪I~'岩， ~~J~色砂岩， Hl!砂岩，輝iJjl岩などである J 杭度は，

告 lem~3 em ていどの制様だけである手薄互層部は，事長(以川のーヒ流h!~にみられるが， J'五

さ lem~2em の砂岩頁岩互冒であるコ層厚ば， 600m ていどであろう

東側の未分離自要紀層

市しているす

II:'，~のほ下位の A 層にみられる泊状砂岩に似た砂去と九百との互!百である

がはが;出で，いちじるしいちがいがみられる

、三北'1 '1:の定 1:l]をしめし， Ill: している

(700ill こと)と推定される

エサマンベツ層 (Ce)

屑苧は，はっきりわからないが， 600m~800m
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様{以川と流およびエナマンベツ沢にそれぞれ分布しているほか，メナ己/ェマシ川にもわ

ずかに分布している。

岩相は，おもに黒色頁岩からなり，石氏丘団子去をふくんでいる c かつて，この地層から，

Ammonite を 1 個搾取し，斎藤林次によって， Anagaudηceras sacya(FORBS)? とされ

たが， くわしい記載はない c また，メナシュマン川に露出しているこの地層の中の石灰質

団球から，化石片 (Turritella sp.?) を採集したが，鑑定にたえるものではない r

層厚は， 100m 前後とおもわれる。

1II.2.3 新第三紀層

変成帯の東・西の両側に，新第三紀層のせまい分布がみられる。このうち西側のものは，

わりあい広く分布しており，化石をおおく産するが，東側のものは全く化石を産せず，岩

質から第三紀層であろうと推定されるにすぎない。

新富層 (TSh)

変成帯の西側に分布している新第三紀層である。南は滝の沢からメナシェンベツ川，ニ

オベツ川，メナシェマシ川の各流域にひじようにせまく帯状に分布しており，さらにその

延長は，図幅地域外のノレアンベツ沢，神威岳図幅地域内までしられている c

岩相は，おもに礁岩からできているが，ニオベツ川では 上位に灰褐色を呈する中粒砂

岩がみられる。また ， i竜の沢や図幅地域外になるメナシェシベツ下流では泥岩がみとめら

れる。

際岩は，灰色から淡緑色を呈する中粒砂岩と黒色粘恨岩の疎が主体で，赤，白，結色チ

ャート，石灰岩，輝緑岩および緑色岩の牒もふくまれている。牒程の地域別の特ちょうは，

滝の沢では石灰岩礁があるが，北部地域にはみられないっまだ，様似川上流部のものには

チャートが多い 5 エナマシベツ沢，ニオベツ川では，棟の中に，まえにのべた白主紀層の

中の石灰質団球が，わず、かであるがみとめられるべ

下位層との関係は，断層で接しているが，ニオベヅ川では，せん断をうけでは G) るが，

不整合関係が，わずかにみとめられる η

層!早は，約 350m である

イじ -{-j は，様似川上流部(こ発達している陳岩の中に，はき j留め jえにおおく産するが，保存

はよくないっ北却の砂岩に含まれるものは，保存が良い。このなかには，つぎのような化

石を産する。

Yoldia(C.)ct. notabilisYaK.

Acila(A.)dgiliabremisNAG. etI-Iuz.

- 12-



ιlycymeげssp. ?

Chlamyssp.

Volsellasp.indet.

Macomasp.noy.

Macomasp.

Venericardiasp.noy.

V. sp.nOY.

V. abeshinaiensisOT.

5pisulaonnechuri α(OT.)

Mercenari α iizukai KAN.

Paphiasp.noy.a.

P. sp.noy.b.

Pano ρe japonicaADAMS.

めα cunei/ormis BOHM.

Turrite!lafortilirataYOK.

NeptuneamodestusKUR.

Naticasp.

l11itrellalischkeiSMITH.

Echinaraclmiussp.

札楽古層 (lSa) (北海道大学]主主主 i部地質学鉱物学教室・魚住日氏の二よる)

この地層は， ;~Ii 古川流域のかぎられたところに分布をしめして~)るにすぎないく層厚は，

250m 士であるご

岩相は，黄灰色の頁岩から構成されているが，部分的に楽古の薄層をはさんでいる r

下位層との関係は，断層で接しており，全般的に破砕されているので，その構造はあき

らかでない。

III.3 変成岩穎ゐよびミグマタイト類

この地域の変成 ;jU; を構成している変成岩類およびミグマタイト穎は，岩 1~ によってっき、

のようにわけることができるご

ホノレンブヱノレス類

片岩類

片麻岩類

ミグマタイト実貢

III.3.1 ホルンフェルス類
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ホノレンフェルス頴:土，おもに，三三成司74〉:百三二三ノ1iiしている。ここでほ，タト{ifをつくる

ふつうの塊状ホルンプェルスと，有1tfをなす片j元三， jレンブェノレスの 2 つにわけられる

ホルンフェルス (Ho)

変成帯の東側にそって， 3km~6km の[話で全市している。 日吉褐色を呈する京lU杖塊1えの

岩石である。しかし，変成帯中軸にそつだ泊 lkm ほどの間には， N'V~SE の庁向性をも

っよわい片理がみとめられる。岩石の再結品の度合は，ほとんど全域にわたってよわく，

原岩の堆積時のラミナがよく保存されてしユるっ尽岩の構造が，再結I571作用によって尖われ

るのは，つぎにのべる片状ホノレンブエノンスに，ひじように泣い地域に発達しているものだ

けである。

けんび鏡下の観察でも，一般に原岩の組識はよく保存されているつ新しくできた鉱物

は，原岩の砕屑物質の間にできた，細かい科長石，石英，黒雲母などである c 斜長石は，

O.lmm 以下で，そのほとんどが単品であるつ An ;:~ =28~36，石英も細粒で，波動消光

はほとんどみられない。黒雲母は，不規則な細)十状で，炭質物のおおい部分に，ひじよ

うに少く， x= 淡褐色， z=褐色，の多色性をしめす。ところによっては， 1mm ほどの

草青石をふくんでいることがあるつ

片状ホルンフェルス (SHo)

この岩石は， 35成千if中軸部の東側を3-~成している σ ホノレンブェノレスと消状黒雲母片府岩

との聞に，幅 100m 内外の帯状に発達しているコところによっては，協1元黒雲母片!府岩の

岩体中に，その走向に平行して，せまい帯状にのこされていることもある。このような査

状は，図幅地域の南東部にみとめられるコまた， このほか，片状ホノンンブェノレスは， I司隔

地域の西南端で，隣接する幌泉図柄との境界附近に，日高層群の中に，まわりを断層でか

こまれて分布しているコ

この岩石ば，片決構造の発達した J己主ほホノレンブェノレスであるが，一般に，長IJ由it性はよ

わい。しかし，野塚川 j二流に露出しているものは，いちじるしい長Jj地山をしめしており，

むしろ黒雲母片岩にちかい岩買のものである。この岩石に発達している片理は，隣接の請

状黒雲母片 Ii平岩の片理に整合的な発達をしめしている。つまり，この岩石は，塊状のホノシ

ンブヱルスに，間:!?;黒j;HJ:片宕のノ形成をもたらした変成作用と，構造?百劫がくわえられ

たために形成されたものと考えられるつ

この岩石をけんび民下で観察すると，つぎのようである。

塊状のホノレンフェルス iこくらべて，片理 iこ平行に，~雲丹が配列し， しぼしば行英のス

トリークを形成しているコ再結晶;ヱ完全であるが，粒度はまえのものと大きなちがし、よ

なし、。 科長石 i 主， O.lmm 以下で，単品がちっともおおしこれにつし、てアノレパイト双品
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がおおいコ An タ =28~36 であるつ日共も， 0.1111111 以下のものがおおい:しかし， }十理

ι平行して，珠数状ι 集まっている部分でよ担粒で， 0.5mm 以上にも達するの黒雲ほ

も細粒で， x= 淡褐色， z= 褐色の多己性をしめし，いくぶん粗粒な yg~ 叫が斑点状にお

つまっている部分もあるコこれらの鉱物の問に;土，少量の絹雲町， ジノレコン，電気石な

どがみとめられるコ

間隔地 r~;( の西南 211i に分 1ji している片 tk ホルンフエノレスも，鉱物組合せ粒!主，組織など，

まえにのべたものと，ほとんどおなじである J しかし，科長石が Dけた変 [111 として成長し

ているのが特ちょうであるコ

III.3.2 片岩類

片岩類としたものは，いずれも変成帯百花部にある i~j と断層のちかくにせまく分布して

いる，緑色片岩と斜長石斑状変 iT1 黒雲母片岩とである。

緑色片岩 (GSh)

この岩石は，シロデノミの沢とメナシュンベツ川の街上断層附 iむこよく再出しているコ

:古賀は緑色片状で.黒色の千枚岩買の岩石，互層 :)7( にはさんでいるつシロチノミの沢で

ほ，塊状の輝総岩 lQ' の岩石が破砕され， ミロナイト際の岩質にかわっており，さらに，斑

楠角閃岩のちかくでは片理の発達がし 3 ちじるしくなり，ふつうの緑色片岩にうつりかわる

過程を，かんさつすることができるっこのような現主ば，この地域の緑色片岩の原岩が，

輝緑色質岩で，衝上断層に関係のある構造注到によって，以色片岩になったことをしめし

ている。

この岩石を顕微鏡下で観察すると，つぎのようである 3

O.lmm 以下の細粒の葉 J\ 会状緑泥行，絹雲町，および粒状の緑れん引が平行に配列し

ている。なお，これらの間に，縞状に不透明鉱物のおおい部分が発達している。また，

店構角閃岩の近くに分布するものには少量の角閃石がみとめられる c さらに，しばしば，

細粒の石英と斜長石からできているレンズ状の紫合体が発達している。 nー理の発達はあ

まり規則正しくはなく，一部の n 岩は，いちじるしい微摺曲構造をしめしているつこの

微宿曲は，買部に裂聞をともなっていて，そこは，粗粒のモザイク状石主によってうづ

められているつまた，石英 方解石駅が不規則に発達しているこ

辻色片岩の原岩とみられる!日石は，シロチノ:の沢で怯察される一これを，けんび f3'rr

で融察すると，つぎのようである

いちじるしく破砕されているが，そのなかに， iIi. 、↓輝石と長柱状主 'i 長石がオフ f テッ

ク構造をしめしている部分が残っている〉そして，いちじるしい緑泥石化と炭椴塩化を

うげているつ

斜長石斑状変晶黒雲母片岩 (PSh)

この岩右は，変成帯の西側の街土断層の弔問にそって，福 100m ていどで，刑長く;子市
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している役目立の片日吉である。そして，一般には， :7'1長石理:氏支1171がぽつぽつとみられ

る 3 しかし，つぎにのべる科長石王症状変1171黒主母片 q;f-岩のように大きくはないこまた，片

目面の上には構造の発這がけんちょである。メナシェユノベツ川附近から北百部地はにか

けて発達しているこの片岩ば， ~~I>長石理状変ITI黒雲悶;片麻岩が[f:砕によって形成されたも

のとみられる τ 日;昨，，-日のひじように進んだものは，下枚岩様の岩相をしめしているうこ

の圧砕作用は，同時にいちじるし l ~珪化作用を伴っている o

!と砕をうけでなし~代云的な ~~'I長石理状変JJi黒雲母片宕を，、顕微鏡で観察するとつぎの

ようである二

和i粒の 0.2mm ほどの斜長石，石英がモザイクに組み合わさっていて，この間に黒雲

舟がきれいな千行配列をしめしている c また，卵形をした 0.5 mm ていどの斜長石斑状

変品が，長帖をそろえてならんでいる。

圧砕をう;テたこの )j- 岩でよ，典型的なモノレタノレ構造をしめしており，まわりを岐砕さ

れた斜長石残荒品と.それをとりまいて発達している破砕されて細粒化した斜長石，石

英， ，，!:\雲丹などから形成されている c 斜長石はかなりよごれており，石英は細粒のもの

が}十 i宝のブJ [8Ji二集まって不規則なレンズ形をしめし，斜長石を置換している c また，黒

ヲミ吋は，ストリークとして発達していて，いちじるしく捷曲しており，絹雲母や緑泥石に

かわっているものがすくなくない。これら 2 つの岩相とも，斜長石の An ガ=26~38 で，

石英は波動泊先をしめし，黒雲母は， x= 淡褐色， z= 褐色~赤褐色の多色性がいちじる

しし、 c 函IJ 成分としては，ざくろ訂，燐灰石，ジルコン，方解石，不透明鉱物などがみと

められると

III.3.3 片麻岩類

片j林岩類は，脊梁のミグマタイト帯の i可翼に分布している。まえにのべたように，中軸

帯の東・西両翼では，岩主や発達の規模にいちじるしいちがいがある。両翼の片府岩類は.

4ご|長石の斑状変 171 がけんちょで，片足の発達がいちじるしく，また，ひろく分布していて

規模が大きいここれに対 L，東側の片 l科岩は，比較的単調な岩種で，分布の|隔もせまし

なお，この地に;土，発達している片帆宕類には，つぎのようなものがある

柏j犬忠言 i手片三

:7 '1 長石克:i k支品黒主 j手片 I~i; 拝

ミグマタイトノJ=T :1 て;\吉

縞状黒雲母片麻岩 (BGn)

縞状~'!，~宝母片!科、吉の発走の状態は， 2 つにわけることができる勺その 1 つは同広尾If[上

inc から野塚川と im. にかけて，ミグマタイト刊;の東禄に附着するような分布をしめすもので，

その東側は ， } 干 ;J)~ ホ?ンンブェノレスと持している〉これに対し， I';Q I隔地域の;苛東部の中広尾
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Jffから主にかけての地以では去二.:，. f~j:片、岩:まミアマクイトの宕すにはさみこ

まれている二 ケ古/日民主iサ:ミクマクイトのなかには， このミ三、上片!二三の吉ぺが，

、 1 r" _l.

ノ、 ν ス「ン一二、として， しはしとめらHる 三 υ0h 叩 jゴこ V(:iべ;0ンプエとこはよ明日;

している二そのうつりかわりのようすは，片tJ~ホルンブェノレスの片山:二平行して恒白立の

抗がしだいにおおく発達するようになり，それとともに札仕となって，イ品川J主二:ド土庁 :H:宕

{こかわる

この片!ド1:岩は， ，己主ほを主とするほ部と，余i長石，石見を主とする恒白部とが，いち

じるしし斗元構造をしめしている一一般に，派構造の発達はよわ(

第 4 図 縞;~た黒雲七J)十麻岩(野i家川)

顕微f)'~下の観察;ま，つぎのようである

全体として科長石，石英，黒雲母がモザイク構造をしめしているつ黒雲母は方向性を

しめしているうこのなかにはホルンフェノレスの賎存組織はほとんど残されてない二

優白部にくらべて，優黒部 iZ，黒雲 GJ の量がおおく ， :r，'! 長干1 ，石英の号ーは少なし、二各

鉱物の性質は両者ともおなじである

科長打ii.O.5mm 以下のものがおおく， }j会:!たホルンフエルスにくらべて，いちじるし

く r'J 形性がつよくなっている二 An ;';;=30~42 のもので，アルノミイト双品と単結品がお

おい=干 i~i土， 4-'l長引と，ほぼおなじ粒!主である r ときとき 2mm~3mm の斑状変品

がみられることがあるコ一般に，よわ L 、波動消光をしめしている( 黒雲月 i 工， x= 淡褐

色， z= 視止の多色性をしめす また 11/ ~~の fj ~~ j:J, <):;J，Hk 石，シルコンがみとめられ

るぐ

斜長石斑状変晶黒雲母片麻岩 (PGn)

この岩行:ま:グマタイト伺:の同 [~ii に発達している:完成イザの大こドをしめていて，角川!昌三三
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の整合的な岩床と互届している。この片麻岩帯は，北西;二隣接している沖尚昆凶幅から，

この図幅地をとおり南につらなる幌泉図幅にのびている二しかも，北万地上べではその幅は

せまく，南部ではその幅は広がっている。片府岩の片理ば，これに対応して，北では東に

急斜しており，南ではゆるしときには水平の部分さえもあるつしたがって，岩帯の真の

)享さは，北部地域も南部地域もあまりちがわぬものであろう。

斜長石斑状変品黒雲母片!印岩は，斜長石の大きな斑状変品をふくみ，片理のあきらかな

片麻岩である。大きな斑状変品は，特定の部分にいちじるしくみとめられ，一般に，縞状

片麻岩に似た縞状構造をもつことがおおい。片理は部分的にいちじるしく，微摺曲をして

おり，介在している角閃岩もおなじような摺曲をしている 3 この片麻岩の苛側の地帯

あとからのべる緑色角閃石角閃岩帯ー一一および他の地点では，ざくろ石をいちじるしくふ

くんでいる。また，局所的ではあるが，メナシェンベツ川中流部では， 台珪線石:1215石黒

雲母片!研岩もみとめられている。

顕微鏡下の観察は，つぎのようである。

第 5 図 斜長行斑状変品黒雲母片麻岩とレンズ状の緑色角閃石角閃岩

(GAm) と，これらを貫く変輝禄岩脈(Db) (メナシュマン JII)

細粒の斜長石と，石英がモザイク組織をつくり，そのなかに， lmm~3mm の卵形を

Lた斜長仁i斑状変品がみられる。黒雲町は，これらの問に，方向性をもって配列してい

るが，斜長石のUU夫変品にせつするものは，いちじるしく控曲しており，珂 ;I}~ 変品の問

をぬうような形をしめしている。この斑状変品 i土，石英や黒雲 nをつ---::;人こんでいるが，

この中の黒雲母;土，平行配列や焼曲をしていないっ斜長引現状変品国土，アルバイト双品
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をつく乙ものがおおく， (010) の下i: が， J:一耳1i 二、v 行に配列するものがおお l'2 An;,c:=
32~42 である;有E f~l~ の科長行も An "'c:: 土'J.とんど変りがなく， 30~40 くらいである r 石

及ーは，一段、二組粒で，波動 lf'j 光をしゐしている}県雲 n は， X= 淡福色， z=褐色の多己

'It がいちじる L い なお ， J;'! 長引此 ;!I~ 変品のなかにふくまれているものは，いくぶん己

が波 l': この、王か，部分的に， 11 ‘長行が波集することがあるハ話Ij 成分鉱物としては， ff;

主[:}，燐 1八百，ジルコン，不透明鉱物が λ とめられる

珪線石童青石黒雲母片麻岩は，メナシェニ/ベツ川とエフ 7ノレクシェナイ沢との出会の店、;

J'lに，褐色ゴ町内若と互居状に組奈される

この岩 {i :~，主青 {i のJ)l 状変品で引ゎょうづげられるこ草青石 l土長 f王 3mm~5mm

で， J: :l干の方向 i二口、きのはされており，石英 I色宝:日，不透明拡物，せんい状珪新 qjーを

多数ふくんでいるこ判長石および石英は 0.2 mm~0.5 mm のモザイク結品で，いずれも

新鮮であるご主主月ば明るい褐色の葉 J ¥.~Iたのもので，革青行ななか;まつつみ，部分的己

草青石を黒雲町 1ヒしている。また， この岩石のなかには，ネi 丸，科長 ~{j~，革青石(王者手

li をふくむ)からなる優 ~J質のシュリーレンが， J¥~ :理に干行して発達していることが怠

る

なお，このような片'i({(岩と共生する岩石は， ，j'd"]石ざくろ石黒33可:片「山吉であるミ

ミグマタイト質片麻岩 (MGn)

止l長行斑日広三母片!向;岩の分イIi している地域，例えは， r:S]1福地k~えの南部のハンケ川

からぺシケ iff にいだる地域，メナシェンベツ川中流，ニオベツ川上流およびソガベツ沢J:

流などにえの j、ナノレ岩質の岩石が， I吊 100m 内タトでプーノレ状に発達している Q このト

ナノレ岩12 右石(ま ilt .~'l長石および見主:ほからなり，外観は合 "(':1寺石J、己主母ミグマタイ

トに似ているごこの古石をミグマタイト質片j府:岩という、ミグマタイトヨ片府岩と交11-71ノ咋

)f{f三?とのほ界 1:(，;;ミ:二(ま，おおくのばあい角閃岩が介ι している

:変品片岩が界，J~ くでいちじるしい微摺曲をしめすのに対して， ミグマタイト買片「ド三

~r{は J鬼j犬で， I日どきふくまれている片状の片 [ft百立京、日は，ブK平または綬傾斜の片聞をも

っている ο また，このミグマタイト質片 I内岩は，合有している jfj[\lGを交代交成して，当号、

就紳:行・丈ミンク匂 r)~石を形成しており，交代にさいして灼閃汗をブロザグ状に1ilkIi~'± して

いる ι このような交代交成のようすは， jjJLhillILt巳主f:上jr!内;宕にはまったくみられない

ミグマタイト賀川麻岩の粒!主は，ふつう 1mm~2mm ていとで，他形粒状またはそサ

イク粒 'Iに供述をしめしている

科長 ii: エ. 九九のある 1mm~3mm の、ド 1'[ JIヲな L 、しは他]jヲ悼の結品であるてアノレノく

イト以品二カルスパード双品が L 、りまじっていて，;特別梢造;土人とめられないよ An;'C:

=35~40 てし、とである ο ときには， t散布 I 科長:t= ir:L や， Ji-:! たの ;f ，\ 主f:J:結品を包有してい

て， Hqj~ i刊としての形をしめしているものがあるこ行英之， 2 rnm 以ドの粒状結品で，
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科長石などの間をうずめている。黒雲吋は， ミグマタイト類にふつうにみられる A、福色

を!えするもので，葉片状結品があつまっているつ

この岩石には，副成分としてつぎの鉱物がみとめられる

ざくろ引の微細な結品は，わずかではあるが，すべてのミグマタイト質 H 麻岩に，とも

なわれているづカミントンセン右は，微細!な集合体を勺くって散在していることがあり，

結品個体には白形性はまったくなし~しかも，果、雲町によって置き換えられており，ま

わりに黒雲月の集合する!え 1，[.、坊ができているっきれに，カミントンセン引の中心に紫蘇

輝石をみることがある

このように，この岩石が副成分に特異な組成をもつことぽ，あとでのべるように， j;・!内

岩ばかりでなく角 I;'~岩類をもいちじるしく交代して形成されたことをしめすものとつえら

i~c る。

III.3.4 ミグマタイト類

ミグマタイト類は，交成惜の中核部を形成して広 l 可に三、イ Ii しており，[宝 l幅地域を NW

~SE に横切って発達しているコその民大の~面は，八ンケ川己流で 5km にも圭している

なお，つぎの 3 種類ミグマタイトに区分することができる

石黒雲母ミグマタイト

黒雲母ミグマタイト

花自岩 11{ミグマタイト

含童青石黒雲母ミグマタイト (CMi)

f~'<'C( 古石黒雲母ミグマタイトは， ミグマタイトから構成される中軸帯の主史:な部分を取

り文しているっ l叩隔地域では，その発達の状態から， 3 つの単位に区別することができるコ

その 1 つは， ミグマタイトの主軸となるもので，北は野尿日の目訂正からほぼrJ J f]: f'( の主殺に

そって南東に走り，同 l福の南端 jに達するもので，その延長約 20km ，幅約 5km の大きな

レンズ:氏岩体を形成しているコその 2 は，主制!の:弔問 j にある東広尾川上流から主|幌川上流

にかけて分布しているもので，この岩体の南東端は -1'-'rR 周津}I! と15i iの山地のミグマタイトド

ームに連続している。野塚川上流にも，この単位に相当する小さなレンズ i犬岩体がみられ

る。ほかの 1 つは，主軸の南西側にあるズピラ石第一支流から，幌泉図幅地域内にかけて

発達しているもので，この図幅地域内では，その一部しかみられないっこれら各単位の境

界部には，片状ホルンブェノンス，筒状片!内;宕が叩 ;;!J たにはさまっていて，これらの単位を分

離しているコなお，主軸と南西側のものとは，せん断， I告で境されているコ

合主青石黒三三母ミグマタイトの岩質は，それぞれの単位岩体でもおなじ i、茂一一トナノレ

岩E- 一ーをしめしており，また，片貝の配 R，残(干構造も各単位岩 i¥ は沼似した'!'J:格をも
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第 6 図 合蔓青石黒雲町ミグマタイト，ノ長レオゾームを多数ふくんでいるつ

(メナシュンベツ川ヒ流)

っている。このミグマタイトは，ふつう中杭から示111粒のトナノレ岩三のもので， なかに任 2

em~4 em の石民間塊をおおくふくんでいるつさらに，主古石結品が不悶W]:二分布してい

るのがみとめられる。野外では，岩石の去而にj]~いヤケが形成されている c

これは，含有する ~~mかな訟 fi}f[鉄鉱の酸化によるためであろう に包有物がおおし

石見団塊のほか，ぉ-D状黒主j手片有岩，片状ホノレンブェノレス，ある 1. )(ま J主積吉の中にみられ

る石氏質問球などがある。ときには，いちじるしく間lill した黒宝町ミグマタイト様の岩石，
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同誌岩質岩石，あるいは角閃岩などをふくんでいる

合基青石黒雲円ミグマタイトは， lmm~3mm の斜長石，石英，黒雲母がモザイク 1え

にくみあわさうている。斜長石は累帯構造はほとんどみとめられない。おおくの結品は

アルバイト双品をしめしており，まれに，カノレスバード双品がみられるにすぎないご

An5'';=28~36η 石英の粒度はほぼ一定していて，任 lmm 内外であるの よわい波動 YI~

光がみられる c また，石英団塊のまわりには，不規則な大型結晶がおおい。黒雲母は，

x= 淡褐色， 2= 赤褐色~褐色の多色性をしめず c 一般に，白雲母もかなりみとめられる υ

ミグマタイトには，局部的に正長石のおおい部分がある。このばあいは，正長石と斜長

石の間で， ミノレメカイトをつくっている。董青石は，とくに優黒質の部分におおくみと

められる。長径が lcm に達する白形性のつよい結晶もあるが， おおくのものは，卵形

の不定形結晶である。このほか， りん灰石，チタン石，ジルコン，不透明鉱物などを少

量ふくんでいる c

黒雲母ミグマタイト (BMi)

黒~~母ミグマタイトは，合，~'{青石黒雲母ミグマタイトの主帯と，西側の片附:岩帯との間

に布:状 lこ発達しており，その分布は図幅地域の北半に限られている。この岩石は不均質な

岩支のもので，片麻状構造の発達している部分や，塊状の岩?目をもふくまれる。

A

sottm

n 麻 1たそ;に人られる特 h ょう仔]ょ倣

由構造(一定の担 l!甘粕を持たずJj二

i市う長 IJ 埋性が殆んどない)

(バナシュンベツ ![IJ 二流)

B

so C'肋

民間(土己主青石ミグマタイトの中に団民と

してみられる片麻官質の黒雲町ミグマタ

イト~特徴的な微宮山構造を心すこ

(メナシュンベツ川上流)

第 7 図 T主ミグマタイト
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主部'のミグマタイトと同様に，石川一主主はみとめられるが，古石はほとんどみること

ができない

メナシェンベツJ! i上流に発達しているわりあいによ日えの岩石を顕微目下で寂察すれば，

っさのようである

斜長七， i: i 英，黒雲母を主成分としているこ午、!長 :t1mm ていどの卵形あるいはモザ

イク結品をつくり，それぞれの結品(土持合 ;rt~ にセつしているペ An β=30 、 石英;土レン

ズ状に制粒結品が集まっており，ほかの鉱物に対し交代的性質をもっている 3 黒雲母は，

x=淡褐色， z=褐色の多色性をしめす葉月状結晶である。そして，厚さ 0.3 mm~0.5 mm ,

ひろがり 4mm~5mm の条線状集合を形成しており，そのなかに斜長石結品をふくん

でし、る。それらはおれまがったり ， L七砕されたあとはまったくないc

花筒岩質ミグマタイト (GMi)

この岩石は，おもに台 I寺石黒雲 I~):ミグマタイト，;i?のなかに，その一般走向とわずかに

お交して雁行状に発達する ν ンズ状岩山として発達しているこl 岩体はふつう幅 100 m，そ

の延長約 300m ていとの規模のものである、しかし同相地域の南東部lこは，幅 400 m も
00

ある大きなものが軍中している c

7t尚岩Ifq- ミグマタイト lこせつしている!正吉の台百石黒雲母ミグマタイトは，いちじる

しく片状をおびており，県三1まが浪集して，ざくろ石の大きな斑状変品をふくんでいるこ

とがおおい。これに対して.花同宕 Ii" ミグマタイト(計三一忙な低白立のもので，一般に片理

を欠いている。そレて，一部では，片代をおびたほ岩のなかに!苦々近入の形で貫入してい

る{まあいがある

包有岩はわりあいに少いが，京 ;:i粒の斑*rrft官三吉・石をとりこんでいるばあいがおおいコ

この岩石を顕微段下で紅察すれば，っさのようである

粗粒の斜長石・石英，カリ長石，県雲丹がド i] 形または等 r:i 変品構造をもってくみ

あわさってい乏

斜長引は ， 2mm~4 mm の大きさで，やや不境問な 'j': rlt杉結品をしめしている ι ア

ノレバイト，ベリクリンラ カ/レスバード式v.. dh がく人為勺てよく人られるご

An.;,,; =30-40 と守二不定形の'¥;'r. ;i(杭で;ちる カリ長石;土，それらの問をうずめ

た杉で琵達して I) 毛布を交代してミルメカイトほ;uをつくっている亡黒雲母 i 主 *EL

杭で，はっきけしたりんかくをもっ広川市、結品である一おおくの lまあい， Ut ，'，\~たに集合

して産出す乙 x= 伺巴， z= 宇tH立の多己 'l't 力 l 、 τコじるしい~記!j戊 jJ' として，ジルコ

ン，燐灰なと λ とめられる

- 23-



A)

\

:

ノB

第 8]図 花崩岩質ミグマタイト(メナシュンベツ川 k流)

A) 花尚岩質ミグマタイトの露 U\

B) 合革青石黒雲町ミグマタイト iこた I して， )脅々近入 :1 たの

関係をしめす花田質ミグマタイト
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lII.4 火成岩類

ての|司恒地hr~に:ま，つじようにおおくの種類の火成岩類がみられる~ごれら '}~iA:吉明の

それぞれにはJlt入している!日正二関して，ある定まった規 tliH'!:がみとめられる d この規則

というのはおもに構造刊三引安素をあらわしている J また，火成岩類の岩ITは泣入した

での変成作用の珂と冶に密誌な悶係がある このために，この地凶では火iJlと宏

司は変成方， ミグマクイトで!のfi;;;!!;配置にむすびつき，おなじような升の三~行の叩;状注

げをもたらせている 大 lえ百二立つぎのような宕荏が三 τ されている己

1) 角 l)~~ 占知

ぉ:色 PJ)') 'J TJ 片山古

褐色 fJJ 閃有向閃守

輝ね;古賀角 f) 'Jt?

2) 斑情角|河岩

3) 斑tB!岩頬

かんらん石斑情;ぅ

角川行斑 N日行

l可;ジ J~ 岩T~t5

むかんらん~-':?

5) I i::同岩

6) 脈岩知

変輝総岩

輝、 J~功岩

マク"へJ ~百.U

トロニエム岩

アプライト

III.4.1 角閃岩類

角閃岩類は，交成悼:の可(則の上也 h:\(I 二ほとんど限定されている、これらは，大小さまざ

まな規模で片山:岩類などの間，あるいは特定の構造的状置に整合的な岩山状近入をおこな

った岩石であるコ この地 .bi( ~こは，うえにわけたような， 3 言想のた凡岩がみられるっ 3 庁

この岩石は変 11X:岩の項でと，)あつかうべきものであるが，あきらかに火成岩源であるこ

とと，説明の都合上，この羽で説明することにしたコ
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されたそれぞれが分布している位置には，つぎのような規則刊がみとめられる

~VJ~色角 FJ~石角閃岩は斜長石斑状変品黒雲母片府岩の西はじの位置に司令状に分布してい

る。また，褐色角閃石角閃岩は，おなじ片麻岩の東より，つまり中軸に;!J:l ユ位置に帯状に

発達している。輝似岩'IlJ宅閃岩は，メナシェシベツ川より北西{~)!の地域にしかみられな L ¥B

この岩石は西翼の片 l内岩類と，黒雲母ミグマタイト帯との境界部に分布している c この地

域の西北部，ユオベヅ]I [, ソガベツ沢 I二流では，この岩石ははっきりとした帯をつくって

いるが，メナシェシベツ川に泣い地域では，ほかの角閃岩類の配胃といくらか t'f 交し， 2

つあるいは 3 つのものが入りまじる傾向がある c

緑色角関石角閃岩 (GAm)

乙の岩石は，科長石斑状変品県宝ほ片府岩の西縁側に'貯日に配列していて，ほとんど全

域にわたってみることができるこメナシェマン川，ニーベツ川では，その標式的な露出が

みられる。ここでは，この岩石は幅 20cm から 10m ほどのレ〉ノズjえあるいは層状の形苦

をしめしている。この岩石はぷ色角閃石で特ちょうづけられる，細忙で片理のけんちょな.

そして，ち密な岩質のものである

ぉ:色角閃石角閃岩は，その岩体のまわりが，片理にそって酸性物互の交代当j参入をうけ.

角閃石黒雲母片)~;岩質部分を層 iえに形成する。ニオベツ川，メナシェマユイ IIでは岩体全体

が層状に交代変成されて，角閃岩と角閃石黒雲母片麻岩との規則正しし 3互層としてみられ

るととがおおい。 緑色角閃石角閃岩の母岩である片腕岩も，一般に角閃岩の発達している

近くでは角閃石あるいはざくろ石をふくんでいる。したがって，この角閃岩は，いちじる

第 9 図 担色角閃干 i 角閃岩(ニ十ベ、、ノ Iii)
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第 10 図 合石英角閃岩相(ニオベツ )[1)

しい交代変成作用と変形とを蒙った岩石とみることができる。また，緑色角閃石角閃岩の

a部のものは ， Ji;砕作用をうけて，緑泥石化され，同時にいちじるしく珪[七されて，合石

英角閃岩とよんでよいような岩石にも変成している勺ふつう，このような合石英角閃宕は

定或帯百禄の{重u..断層の;!iくに分布している。

これらの岩石を顕微鋭下で観察すれば，つぎのようである。

交代的変成作用のもっともすくない，干コヤfi 1:工 fij 関岩では，青緑色の長柱状をしめし 0.5

mm~lmm の角関石が組成の 60 ;~をしめるコ これらは長軸をそろえネマトプラスト

構造をつくる CZ=200~21 C"，斜長イ l は O.3mm ほどの粒状結品である。双品，累帯構

造はほとんどない An O~ =45 , 11 英は粒状結品が集まり):-珂の JJ 向に小さなレンズを

つくっている 岩イ[によって;立石英のいちじる L t. 'it 入がみとめられるハ緑れん石は部

分的に)\-理の )j 向にしたがい，またこれを切って制服として発達 L ている一斜長石が分

解するところで;主ソーシユノレイ i と共生しているご

交代交成作用をうけた部うに{土判長石斑状変11111思云 10:ft:t)~'2，または 1Jj r:l~1-1}~~むよほ片府

6背部ができ， 1ま宕に(斬科する

この部分は}:ll:rk 変品構造が， i判長{ i の生長することでつくら it る{jF! 長引は半 [:j 形的

な lmm~3mm の結晶となり，内部に細かなm~~n，角閃 fl，科長イ[結 l刊をつつみこ

んでいる (An o~ 26~33) 角閃干l ば青緑色あるいは淡緑色で hUl~J に減少する c ，f:P;雲母

よっておきかえられ乙 j己主十ょのいもじるしし加入はイ i l;(ーの発達とともに，角閃岩の

)\麻岩化を特ちょう f九十るものである 黒雲町は itE 偶色を引するものであって，一般の

)j月末岩のものとちがって L 、乙 ;\麻岩質部分の中;おろし、;主的関岩部との境界に i 土， しぼ
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しばピンクの色調をもっさくろ.{ iがみとめられる

合石英角閃岩はモザイク栴jこをしめしている c この岩石の科長引は任 O.6mm~lmm

の粒状，透明な判長石 (An ;'~ 27~33) がおもなもので，原岩の斜長石 (An;'~ 42~46)

は汚れてなお先存しているコ石英は斜長石の結晶境界にそい，粒状結品として生じ，ほ

かのほとんどすべての鉱物を置換して1.、る)角閃石は残存することがすくなし、 c なお残

るものはごくうすい黄緑己のもので，ぶどう石やチタン石をともなう。黒雲町もこの岩

石では緑泥石にかわりチタン石を放出している c

つまりこの岩石は， ~~j~色角閃石角閃岩らひどく珪{七されて生じたものとみられる c

褐色角関石角閃岩 (BAm)

第 11 図 褐色角閃石角閃岩と利長石政状変品黒雲吋 J \~麻岩

(メナシュンベツ川中流)

褐色角閃石角閃岩は，判長石珪状変Jill黒云:jサ:片附:岩の岩1~':の東よりの地t!'~ ， すなわちね

色角閃石角閃岩の分布地.b~~の東側にそって，ひじように数おおくの岩山状の整合的岩体を

つくって発達する岩石である[，:<i l屈の中央から北では，これらの岩床は NW~SE のJ守|旬

にのび， NE1WJ!i二;J.~J~\する、これらの岩休は南部の地域でひじように絞傾斜をとり，ほと

んど水平になっている部分があるc したがって閃隔地域ではこの角閃岩はl) ちじるしく幅

がひろくみえるのこの岩石はまえの角閃岩と只って褐色戸j閃石で特ちょうづけられてい

る。もっとも変成のすくないi郎元、では，この岩石はやや塊状，ち密1'1で，白色成分はひじ

ようにすくないっこれらは片岩とともに交代交成作用をつよくうけ，摺出し，あるいは

いろいろな岩日をもっ部:号、ができているごそのおもなものはつぎのようである

台ざくろ石J主主「手同
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l子ざくろ弓民l\jτ; ，誌主母片 ifr; 1f f

カミントシセン石 iC;J;J石 jfjFI~岩

カミントンセン石紫蘇輝石?、、i長石岩

これらのうちカミントンセン石紫蘇輝石判長石岩は， ミグマタイト日 jla!内;宕の形成にと

もなわれる岩石で，丈ミントンセン石\l\閃石片山岩lL ミグマタイト E片科目をとりまく

允 r:/J，Cr中に，点々と見f される岩唱である

相色泊閃石fも閃岩のもっとも完成のすくないものを顕微J<:'2Tで間祭すれば，つぎのよろ

である

ill 閃行およひ fr~'i 長{ i を主!式分とし，ところによっては微 ~-+t の;，II; 主川をともなう

角閃 ii は，，:17緑褐色のものである(ふつうは lmm-3mm の'j': I-iJIヲ仔j なモザイク結

晶をつくっている これら江主軌をそろえて配列すする C2=22つ-25~ ， X'-:淡黄褐~

沃妓褐， 2と市椋褐色，判長石は任 0.3 mm-0.5mm 内外のモザイク ー(ニディオモ

ノレフ構造をしめす二しばしば角閃引の/トさな結品を包 1Y する An ;':;=45-60

ハシケ川の中流地叫には，まえにのべたものとはひじように汗自のちがう月閃岩が分訂

している この岩石は，まえにのべた角閃岩とくらべて， fi- 内の発注がよわい しかも，

とのなかには，シエリーレシ jえに細粒の部分がみとめられる

このFr石を顕微読下で賢察すると，つぎのようである

O.4mm-lmm の半日形の村 1えあるいは葉状の出色 )£j I~~J 行が，は(王， 1毛軌をそろえて

配列している r このなかには，不規則な形をした紫蘇埠引やや利時:石がふくまれており，

褐色角閃石とのあいだ M ニ， カミントンセン石のケリファイトォ去を形成している(斜長石

は，これらの結品問をうずめており， Tn 形の 0.2 mm-0.6mm ていどのもので，なか

には 2mm にもたつする I川た変 Ail 状のものがみとめられる 内部に粒状褐色角閃石を多

数ふくんでおり，また，輝石を包かしているものもある An _°':;=44-60 ， 角閃イ[は，

X= 淡褐色， 2= 褐色の多色性をしめすっカミントンセンイ iは，細粒の葉片状結晶が集ま

っており，集合結品の外側;主，わずかに緑色角関むにかわっているーまた，単斜輝石は

紫蘇輝行よりおおい

シュリーレン状の相粒部では，カミントンセン石は全くみられないが，そのほかは，

おなじ鉱物組合せであるコ各結品は， 0.3mm-O.5mm ていどのもので，モザイク状に

くみあっている このぼあいも，科長石 (An ;:~ 52-60) は，粒状の褐色角閃石を包か

している υ まえのものとおなじように，単斜輝石は紫蘇輝石よりおおい戸

含ざくろ石黒雲母角閃岩(ま，角閃岩と片 l印岩との坑界あるいは角閃岩のなかに層状，ま

たはレンズ状にできて，角閃石黒雲母片府岩にうつりかわる c この交代的変成の過程は石

英のいちじるし，加入，角閃石が脱色，せんい状角川石への支化，あるいは黒芸母による

おさかえなどでしめされるが，これにともなって判長 hの斑状変 l日 (An;:~ 40-45 程度)
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が発達することがある。

カミントンセン石直閃石角閃岩;まメナシュンベヅ，Ill 中・上流に観察されるョこの岩石:ま

褐色角閃石角閃岩を交代して形成されたもので，枝市鉄鉱の鉱染，石見杭のしんとうをと

もなっている。

この岩石では，褐色角閃石が脱色して，せんい状カミントンセン百に変化しているコ

直閃石は 0.5mm~1 mm の長柱状結品で，みごとに配列しているコ科長石はこの角閃

岩では少量みられるだけである 3

カミントンセン石紫蘇輝石斜長石岩は，北からソガベツ沢上流，ニオベツ川上流，メナ

シュシベヅ川中流，ぺンケ川などの地岐に局所的に分布している。この岩石の発達してしユ

る地域は，いずれもミグマタイト質片!有岩の:分布している地域である〉ここの褐色角閃石

角閃岩は，一般に塊状のものであるが， ミグマタイト質片麻岩の形成によって，破砕され

ている。カミントンセン石紫蘇輝石斜長石岩は，破砕され，片麻岩にとりかこまれたこの

角閃岩の変成したものである。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

構成鉱物の大きさは， 0.5mm~lmm ほどのもので，モザイク粒状構造をしめしてい

る。斜長石は， 0.5mm ほどの他形結晶で累帯構造はみられない。カミントンセン石，紫

蘇輝石の生長にともなって，し、くらか白形性をしめしている。 An;:'; =60~50o 褐色角関

石は，のこっていることがおおい。あるものは，カミントンセン石，紫蘇輝石におきか

えられている。カミントンセン石，紫蘇輝石は一般に多量に集まって，岩石中にクロッ

トとして形成されている。しかし， これらの一部は，ふたたび不安定となって，カミン

トンセン石だけの集合物になっている二石英および黒雲母のおもな形成期は，この最終

の階程と考えられ，カミントンセン石はこの変成によって帯緑色の羊斜輝石におきかえ

られていることがおおいっ

輝緑岩質角閃岩 (DAm)

図幅地域の中部から北部にかけての， ミグマタイト帯のすぐ西側には，まえにのべたど

の角閃岩にも属さない，岩質のちがう角閃岩が，岩脈あるいは小さな岩床をつくり片帆岩

帯との境自に帯状に分布しているつメナシュンベツ川では，この角閃岩のなかに，もとの

構造とおもわれる輝緑岩構造が， IJA らかにみとめられた。より北にあるニオベツ川やソガ

ベツ沢の岩石は，交代的支成作用をつよくうけていて，輝緑岩構造はないが，産状を考え

て， 2 つのものを同じ単位の角閃岩として，輝紋岩1!{角閃岩と名づけたっ北部の地域では，

輝緑岩質角閃岩はいちじるしく片 I::)，:岩{ヒされているごしたがって片市吉の中に大きなレシ

ズ，または塊として残されているので母岩の構造とまったく整合的に産出している。なお，

この岩石は，この地成に隣援している r 同図恒でほ，黒雲母角閃石片!内岩として記
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哉されている。ところが，メナシェンベツ川では，輝iU岩12角閃岩は，母岩の構造に，~~jえ

して発達しているっこの地域では，ほか心角川岩組もこの;[[1方に話出するので，野外での

識別ばむずかしいが，整合的あるいほ不整会1'，(;産出のようすは，区別する Lでは，有与な

手がかりとなっているコ

第 12 図 輝緑岩質角閃右の残存岩体をふくんでいる黒雲母・

角閃石 J1-麻岩(ソガベツ沢)

メナシュユノベツにみられる輝以岩目角閃岩を顕微鋭下で観察すれば，つぎのようであるコ

この岩石は，斜長 lj がし、くらか政l 品をつくる粗粒玄武右質構造をもってし、る {y，'[ 長石

、工 0.5 mm~l mm の短 f!日状の結品で， イj In] にならんでいる J 累帯者造はよく伐されて

おり，中松 i土汚れているものがおおい o Anタ =28~35 向付;主新鮮である、角閃石は青

諒色ないし淡褐緑色で，制かな長キ L伏の結 ilちで，その rt 1心に包仔物として鉄鉱をふくん
/¥

で L 、る CZ=23~27:， X' ，;炎黄緑色， y" 員緑色， Z' 青緑色へこれらの角閃石は店主

円によって，顕著におきかえられている 県雲町は波色のものである、

ニスーベツ}l[, ソガベツ沢でみとめられる岩，行で，岩!派形をのこしており， 完成のもっと

もす忠、ものは，まえにのべた岩荷とくらべて，大きなちがし 3 はない しかし，この地問で

;土，輝以岩氏角|吋討は片円にそって交代交代されているつ斑の下、 i長行 (An 刃=

25~27) ，イJ史の id， LIJ ， 淡泊似色 色の月刊行の }!~IJ\(，ミ主ほのいちじるしい党主，

号石の中日付になることなどは，交代交成作用のあらわれである

ニオベツ川では，同じ F[よそにしばしば危ざくろ行トナノレ宕汗 f日が討入している

III.4.2 斑糖角閃岩 (Ga)

;きE:nmi円閃岩は，変成イ世間待の JpfJ二断円にそって，恒 20m~200 m で，新J古川 II地，メ
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ナシェユ/ベツ中流， V ロチノミ沢からニイーベツ川にかけて，断続均lこ訴引がみられる こ

に岩石は，緑色の片状岩であり，とくに街上断層ぞいでは圧砕がけんちょである三ところ

によっては，この片状岩の中に'F8.粒のソーシェノレ石斑惰岩が残存している c

この岩石を，顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである

淡緑色角閃石および斜長石がみとめられる c 角閃石は，長柱ないし針状の結品をしめ

している陽起石賀のもので，一方向に長軸を配列している c これらの間隙には，細粒の

新鮮な斜長石が発達している c それらは An ;:~=10 ていどの成分である。なかには ttl

閃石が貫入していて，汚潤した斜長石がみとめられる c これらは， ソーシュル石はんれ

い岩に由来するものである。

I1I.4.3 斑糖岩類

この図幅地域の斑栴岩類は，ぺンケ川下流域，ニオベツ川上流一帯，および支fv，dlj;の点

担[Iの美幌川を中心として発達している c ペンケ川の岩体は，この地域に隣接している幌泉

図恒の中の才ピラ岩体の連続部である c 主幌川の岩体は，広尾凶作f地域にのびて，音調津

間合近入岩体をつくっている。大きくみると，これらの各岩休は， ミグマタイト千百;と片 I印

岩ff?との境めに近入したものであるつ

これらの斑関岩類は， ミグマタイトと片有岩とが宝成して，それぞれの空間的1:(1置をき

めたあとに，近入したものであるが.一方では， ミグマクイト化作用の影哲をいちじるし

く支っている。

斑j店岩類は，岩22からつぎのようにラすることができる

かんらん石斑楠岩

角閃石斑栖岩

閃緑岩賀岩

かんらん石斑糖岩 (OGb)

かんらん石理問岩は，十H:;;:: -[J:の北山lIDおよび主 l院川 I二流に露出しているっ十時岳では，

ミグマタイトを貫ぬき，角閃石ほんれい岩および花こう岩と直接に|昇りあっている c しか

し，これら相互の近入関係はわかっていない c 主幌川ではこの岩石，角rJ~石斑?属岩{与の内

部にみとめられる。おそらく花闘宕および角閃召~Effii，\岩を，ともに貫ぬいているものとお

もわれるごかんらん石斑隅岩は，治下の流円!構造をもっ'Fll粒な岩石である

この岩石を顕微鋭下で観察すれば，つぎのようである

優黒質の縞の部分は，かんらん石 i二宮んでいるご力、んらん引は，任 lmm ほどの不完

形の粒状のもので，集合して数 mm の大きさのクロットをつくっている。また，つねに

輝石または褐色角問石の縁をともなっているご輝行 l土、!とオフイティックな透輝イ1，紫!~'*
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r樽宇イ行i てで、あるカ

(は工， 2mm-4mm の大きさの 'feU 形のような結品でよわい泉市構造が )8注している

An，:~=55-60 亙 ['j 買の耐の部分には，かんらん{iーや輝石はみられない この部分の

判長石は.長帖セ・ jj[ ム]，二そろえるような傾向がつよし， jfJ 閃引のほかに，チョコレー

ト色を巳ずる黒去りの合連がめだってしあ fi!l~ もまれにみとめられる

角閃石斑糖岩 (HGb)

ok

列 r1}~ 行.&lNiil 岩':-;:，ユ:ベツ rrILi Tr f~f T'l不!日付近肝心ァこラ (j2f;; 1 文 ifrL' )ミ|院川などに発

達しているコそれぞれの吉山は I， \くつかの岩相や!日立部に伏別することができる。

輝行民情宕月間行斑 f店![:f j'i l 同行斑沼 HI

また :l~f j-京!万で(土、この行行はミグマタイト化作用をつよくうけているので，石見肉

料岩口忠石にちりカイコるいろハろな!日引がみられる

輝石斑糖岩相 '，0--， の行 l ↓ょにシ白ろくみとめられる

このf:， l{i ，之，中て/~(j''iた;之んれい守備造をもって L 、乙 判長 Ii; 土，長径 0.5mm-

1.5mm の他形，さ j三、土、 II の結 liJ1 である「累出:造，土よわ l' An，:~=39-468 紫蘇

輝 ii は 0.5 mm-lmm の iと 1九 ;\J~ , また i 之、If: l'llr3:~( ~\}している c ケ通 t草花は， 0.5mm て

いとの粒状 r 示Ii で F宇〕之社尚己 FJ 閃で将:とられていろことが多い。角閃イ l の発達は，

部分的に L 、 γ ノ工 L. 、 三れよ;土判長引を '"J/ づ λ 二んで、ドオフイ子 f ヅク構造をつくっ

てし、ることカ二三?ょ;、

細粒角閃石斑鴇岩相公坂日日)~~:発忘している百日で代記される r ベンケ川の九閃

行班問宕もこの下;，二百する

市II tJ'.fCJI'I~ 石見!万台を 5町出で、副察すれば，づさのようである

斜長石;土 0.5 mm-1.5mm の也 illf;\たないし!也市結品であるこ短冊;\たないし他形結品

である c 短!日 :i日の日品刀、らなる右 i i:ヱ，輝綜有情l1lをもっている 累帯構造 i土，よわい

かあるいにまつ二くち:l 、 AnG~=40-50 坤石;之，岳通輝行か料 }j 輝石よりもおおい。

これらの!降、 1i ，土、 -f ，:1 も向伏 J Ti の干名 i 二不規則な ft: てのこってし、るf! j 閃石;工淡椋色~

沼紛色を旦:して!ゴリ，判長イ!の間を号ずめている ~Hf 1家 lι のドの岩引では， とくに :r

;t~/:}: およ己七克己 ノゴ代 (l(J 二発注している

角閃石斑糖岩栢(二の ~(~t!'U に，不規則なハ、ソデの)巳で，ともなわれることがある三

;]\'1 長打(士、 I'· で累， J17 構造がみとめられ，そ h らの配列;二不規則 j であるが，褐色角

閃行のボイキロプラスト ;Ii~ の 16 達をともなってい <;J

また，このよ弓三 ρyfT Jが示iTIhJ:部の 1~1 にお河川に先進している同もみられるっこのよ

地質問判中で.こっ官体は閃緑岩質討になっているが，これは角閃行班糟岩の誤りであ

屯〉
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うな岩石はパッチ状の角閃石斑橋岩とは，いくらか岩がちがっている、たとえば，ニオ

ベヅ川のヒ流一惜の粗粒の月閃石斑問岩で:ま，主 rV:の片:日給品および~:!云日の問|掠を充

填し，同時に ;);'1長石を溶蝕している石~を多呈にもっている。このように黒主可:や石見の

発達のいちじるしい岩石は，角閃石をほとんどうしない，判長石も酸山化して， トナノレ岩

またほ石英閃紙岩立の若石となっているー〕

閃緑岩質岩 (Do)

この岩石の発達地域は，ニオベツ川!二(古からシコチノミ沢にかけての地.r!~およびぺンケ

川下流のキリプネイ沢からオピラノシカオマザブ第 1 交流にわたる地械である(ユオベツ川

の岩fねま，不均15な岩111-部が入りまじっており，また，泣入の形態も単純で:土ないへすな

わち，岩体の中部には片!舟;岩類およびミグマタイト顎がr市尽にセプクをつくってはさみこ

まれていて，それらによって完休は NNW~SSE にのびる，いくつかの小部分にわけられ

ている。岩質はセプタの;!J:傍ではとくに変化が I.> ちじるしくノーライト江古旧がとくに発

達i している。

幌満の岩体では，セプタとして片麻岩類およびトナ Jン岩1~岩石などがみられる c しかし，

ここではそれらの分布は明らかにされていない

ニオベツ川の岩体は，おもに粗粒の岩石から構成されているっ

この岩石を顕微鈍下で観察すれば，つぎのようである

標式的な半白形粒状ないし斑橋岩構造がみとめられるつ

斜長石は， 3mm~5mm の半 ['I 形 nとj短冊状の結品がおおく，これら i工場祈によっては

長軸をそろえて配列することがある ο 累帯構造はよわし、うおおくのもの(土悔雑な複合双

品をしめしているご成分は， An.o':;=45~50 ていどである c ほかの科長石;ヱ， lmm 以

下の短冊状または粒状結品であって，これらほ角閃石に包有されている 角閃石は，小形

の科長石を包有しており，大形の斜長引の粒問をうずめてし、る褐色角閃百であるコその

中核の・部には粒状の汗通埠石，ウラル行，カミントンセン行がふくまれるニとがあるコ
/¥

CZ=20:~25) 黒雲FJ:は，石英にともなわれていて，それらの粒間二形交されている、

原式的岩型ではあまりおおくはない

ノーライト質岩石は， Ili~i(0J~ 岩立岩とセプクとの当世話に，主主 m から 111 の i隔をもっ

て，つねに発達しているコ一般に， セブプ。クと下r\、3↓jト上れ以

!司1可3 尚誌i岩:丘三主一岩との転泊 j♂jえの互層が観祭されるコ

ノーライト巨岩行を顕 f~Jx.J~f~ 下で観察すれば，つぎのようである

引長石，紫蘇輝石 ern雲{:}および石英を主分とし ， if] 間行は之とんとともなわれて

いない「科長不 j- ~主， 2mm~5 mm の短冊:!たの桔品 (An o';=40~50) と，その間隙をう

めてる lmm 以ドの垣間} ~にの結品また;主杭刊の桔品とがあるハ一岐，二納町の科長イ i は，
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B 耐 :1たのノーライト 1'1と閃紋 If+~I -Y:}

員三 13~: r}~J 口氏店(ニオベツJ!i)

;{;(i,:;; W~( {;，刀、三← i'; 史とくみあってし、る 人宇 IM のくじの/l'lイj 竹;之 ff; 閃 {j (/J カる

おく， 何日、二三れてプうるハ紫尚一部j1出;工、み; L立を '1'; -j- ろ ti~ )¥.:j! 、の;， 1、\~~; r ζJi こっつまれて I.

る こfL，二 lm:l1~2 mm の十t:! Jく粘 l~ lJ であ乙ヵ、判長イ I ，二対しては他!日 'it. であ之)

右右 A

γ ~LT'· ふ

と c りょっ :ナられていることほすべきことがらである

セブタの岩石町 ド[:守山のIi可:二日入されており， !?スどオ、
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長石岩，台告白石紫蘇輝石トナ;;，.;岩25岩石などである±これらの岩ぽには示J占的に生じ

た石英のプ-)~， iヲi花がおおくみとめられるつ

斜長石は， 1王 0.1 mm~0.3 mm のモザ、イク状結晶と， 3mm;こも達する半白J~[l(J結

晶があるつ大形の結品は，まえの粒状斜長石を消費して，あらたに形成されたものであ

るつ An ':~ 45~50~ 岩石に上つては曹長石が間隙を充填して，まえのものと交代して倣

ベグマタイト構造を形成していることがあるつ

スピネノレは，小形の斜長石粒のなかに見出される陪緑色の微粒結晶であるっ紫蘇輝行

はわりあいに白形的で0.5mm~1mm の柱状の結品が集合しており，このまわりにす];褐

色の黒雲母が形成されている。あるいはまた，斜長石を包みポイキロブラストとなって

いる。草青石ば一様には分布していないコ石英ば，スピネルをもっ岩型では量がすくな

これらは斜長石の間隙に黒雲母と共生しているほか，レンズ状ゃ塊状に濃集してお

り，特ちょ号のある石英同塊を形成している。

III.4.4 かんらん岩 (Pe)

この岩石は，斑陪角閃岩と科長石理17R交JfhJ主主 iJ片岩との問に， I思 10m から 200 mOJ

大小様々の岩床九岩体として，変成帯西限の衝と断層にそい点々とす fr! してける。なかで

も，メナシェユ/ベツやニオベツの岩体は，比~ Ii交勾大きなものであるごとの岩山の岩石も主

主?引二はほとんど変化がなく，すべて斜方陣石かんらん岩とよばれるものである c 一般に，

E三:ヨ表面は蛇紋石{じしているために黒っぽい緑色を呈しているが，新鮮な吉I]自では，い

号色11与をおびただいだい色を呈してし/ユるコ

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである

かんらん石，斜一}j 輝引を主成分として，少f立の伺緑色のスピネノレ，時、二;工陽起石質の

角閃石がともなわれているコひじように粗粒(1.5 x3.0mm~2.5 x5.0mm) のかんらん

石と斜方輝石のまわりを，和Il粒のかんらん行がうす、めている，いわゆるそ/レタル構造を

しめしているぺ粗粒な各結品には，訓日が発達しており，また，波動消光がけんちょで

ある。輝石を置換して，少註の短柱状の角閃石がみとめられるご方通んらん石は部分的 iこ

蛇紋石化しているっ斜方輝石は，しゅうへん双品が発達している これら;土蛇紋石脈に

よって貫ぬかれている。

なお，地質国ーとにはしめされていないが，メナシェンベツの沢の本流およびその支流の

Jレベシェペの沢では，はんれい角閃岩の中に悩 5m のかんらん岩体がみられる。このかん

らん岩は，上にのべられたものとは，全く岩質のちがう異在 IJ かんらん吉とよばれるもので

ある。ノレベシェぺ沢の岩石には，チタン鉄 ~;L 山が ~f~fi している。 Yi J:I おこういてほ，第 IV J片

の応用地質のところでのべる。

III.4.5 花筒岩 (Gr)

it 間岩は，野塚岳頂上一帯の国境陵線より北にのび，おそらく事川!日 f部をへてカム
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/図幅の花自岩山にj主抗するものであろう{この花開岩は， ミグマタ f トをその走iflJ に

子 i子して貫ぬいているむの戸j 釘 I:~iではミグマタイトを居状にのこして

されるにl 花岡岩には 2 つの岩立部があるーその 1 つは細粒斑状黒三f:j: t'c:同官で， ほかの 1

つ:ま i守通の中粒黒;1; ドJ:花関岩であるコ畑区':の吉行は早期の岩 1;[1を代去するものと考えら

れ，中粒の岩相のなかに， N 25 二W のプJi白Hi/:をもち東に二l J;'1 する:耳目iJをもってならんでい

る J この走向・傾斜は， ミグマタイトのはさみと並行しているつ

顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである 1

典形的な花尚岩;工，斜長石 ， IE 長:j--i ， li 夫および，~~雲ほからなりにっているニ (l ;t.~LJ:

;二，わずかに認められるだけであるつ

判長石は長径 1 mm~l.5 mm の長い短Hj}状の結品である二累?計十占が Il~ らかである c

成分;工 An;''; 30~15ch 英は結品境界の不規則]な O.5mmていとの粒;!たをしめしており，

いくらか波動消光を寸る IE 長石;土，すべての鉱物の問隙をうずめて分 {Ii している パ

ースイ I 構造ーをしめしている 黒豆町;之，いくらか不規則な O.5mm ていとの葉J1
0

状のも

のである F 緑 i尼イ I にかわってし、ることがおお L 、

の岩'l/jえでは，ほぼ N~S ノJiiT] (こ Cross joint が売さしており， これにそって師以

J万吉の右派がみとめられる〉

III.4.6 脈岩類

!↓干類は，功汗をのぞきすべて定 1市川;の;さお:ニノゴイ ij されている

a 変輝緑岩 (Di)

:文時 iiSJ~! 庁は，之 l似の北河川のメナシェマン川から北端のソガベツ沢にかけての jJ~ l)よ断行

に集中して貫入しており，百日I\.群を形成しているごこのほかの地域で(土，ほとんど宕Wt;:は

発達していない 交蝉以岩は，支 1;1(':\;:の一快走 rtl] に別交して， N~S1::i illJ に立入している

が， J;~W氏の延長は， ;ljn'責岩i-1t!.J~IZにはまったくみられないへ岩脈の規模ぽ， \Ju120cm から 4

m で，塊状のち密な岩Inのものであるご黒
J
三ほが)肋戊されているために， ~/レユノブ工 jレス

慌の赤紫ないしIi古緑色を呈しているコ

この岩石を顕微鈍下で配察すれば，つぎのようである。

おもな鉱物は，斜長石と結色fIj閃li で， このほか， m，雲ほと少 Uーの不透明鉱物とでお

も(原岩の構造は失われているものがおおいちずなわち，内部のニ iミ柱状のI'i 形ネ|

長石のほかに，半1'17杉で燐灰石を置換 L て多吊ーの角閃百が不規 lliJ; 二くみあっている if]

閃石は，まわりから黒雲円にかわっており，そしてさらに諒泥石にかわっている I': 形

の科長石の内部は An 刃 =49~55 で，外側唖工 An ;'';=42~43 である、半 n 形のもの;主，

An ;， ';=30 で，まわりの}f麻岩のものとおなじで t) るヘ

b 輝緑均岩 (DPo)
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輝j~J~ひん岩(ま，ニベツ川の最流また卜i日 rTf南山腹[こ N~S 右i ，珂の宕脈群をつくり.

花同岩および石ミグマタイト，さらに角[可告はんれい岩などを買いているここれらの

岩眠は，まえにのべたように花開岩の Cross joint にそって明確な接 :ij1(1立界をもっている

にもかかわらず， ミグマタイト地域のなかではミグマクイト化作用を宗り花闘宕化されて

いる r 変成作用をもっともまぬかれた部分の岩石は ， [U:!昨な斑:!た構造をしめしている

N

糸
I
l
i
l
i
-
-

Sm

第 14 図 台車育行!!.~主[:Jミグマタイト内における輝

対ひん官官 n)~ の問状，ニオベツ川源流，部

分[千 j にミグマタイト化作用を蒙って\'、る

:DI 品は， 1mm~1.5 mm の長柱状の科長石， -l'~: Jill 輝石および fl] 閃石である 車、l 長石は

新、ではっき;)し己主，ji;; 構造をしめしているへ引品は内部(土， Anり 56~32 であり，外

側;土， AnG:;=23~36 である また， J討U!~ 結 jill; 土， Anタ =43 である)有色鉱物の

品:土， J三村 1m111 ，ちるいは O.3mm はどの (I ijj をしめしているが ， i'p， 1~ 11 によって完

r主におきかえられている 干 I 占-u ヱ O.3mm の mHn;!J~~'1 長干!とその間!:京を士宅めている i夫子三

己を日する粒代の向閃行からなるコこれらの角閃:t i (工，汗 Jill 蹄じから変化したもので

ろう己主刊のこまかな) ¥.~J~ 結品も Ft 換的己主じている

c I分 岩下0)

坊!吉は，新二ナこだ出出している この宕:二日立[ぺ白色の Jr{;:l1~で， 日出，l~~i 群を Edfi~

として員ぬいて I ，る
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この岩石をごで正守きすれば，勺さのようである

VI 品として科長石がλ とめられる 判長石忌品:;. 0.7mmx0.4mm ないし 0.5mm の

'1':fl 形的結品一 vちろー ]川~品 l日見II の 'II ‘ lは土ずくナな二〈大台部:介

ように微卒利桁 i日司な粒:状 iけ伏}た J の i仇:引 f J片主千引 l の石基でしとめうら IれL て Lい、る 右右-色鉱物はみられないつ石英も f桁時f品j

Lに二 0.1 mm iほ王どCのトぺ?モ→サザfヂ二イク結i品i日拍Jb1 としてλ とめら十れL る一 ギ干岩二汀イ)~令よ令dイ{体本;は工， かなり炭酸臨化作丹i

をうけ，汚れている

d トロニヱム岩 (Tr)

トロニエム岩(土. 二の i ピ出i也域のほうほうで守される(とくに，メナシェンベツ}I[~:f1

iでやエオノレクシュナイ沢のものがいちじるしい これらは片胸、岩を貫いて幅数 m の岩眠

を形成している なお，このような岩杭のほかに玉川吉に貫入した小規模な発達をしめ

す問似の岩石もしられている

第 15 図 トロニエムえ(メナシュンベ川 I I)

メナシュンヘ:ノ中況の'r';li(工，え 1mm 、ないし、ド I'j J[~ (I'J 科長イ! と，それら

のい l[)~i どめてし、三記の {i 0~ ，力

不」や， r) ，~ift !iニ a 工夫ら三}

さ it ている {iii]1 1.足分(J 'J に淡紙色の角川 j

ユオベツ iiiJ:ikC ♂ I ，之， 1mm(三ど のIii: てど行Jうい -tfi主イ i ， m 'lf ~l せが

l'1' めたもので九毛 門 iミイ i と:工ヘ マワイトド;己をしめしている)科長石(工，

内部は， An";=33-59，外 {HI] ;二， An,,; =20-33 で

e アプライト (Ap)

この岩石は. ぞ心のホノレンブェルスに，中軸帯にそって}，f人々といろいろ

の大きさのレ:ズ吉山として分布している -f)~:こ.まわりのホ/レシブェノレメとのあい
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だ(ません断帯であり，両者の関係はあまりあきらかでない。しかし，野塚川のものでは，ま

わりに黒雲母片麻岩質の岩石をともなっており，また，美幌川では，ホノレンブヱノレスを文

代して花開岩質の岩相が形成されているつ

岩買は，アプライト質，斜長石王室状変iZの発達する花園岩質，およびトナノレ宕質など，

いろいろのものがみられるが，ここではアプライトとして一日しだっ

代表的な岩本目を顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。

0.2mm~0.5 mm の石英，斜長石，黒雲母などからなり，このほかにカリ長石が少量

みとめられる c 斜長石は， ['1 形から半 II 形のもので，アルバイト双品とカルスパット瓦

品がけんちょである。 An ;:,;=30~35，黒雲母は，葉J\-状あるいは柱状のもので，部分

的には集合して，クロット状になっているコ x=淡褐色， Z= 浪褐色~赤褐色の多色住が

いちじるしし、。石英は，これらの鉱物を置換しており，さらに包かしているものがあるつ

カリ長石は，最末期のもので，前にのべた各鉱物のあいだをうずめており，同時に各鉱

物を置換している c このほか， りん!天石，ジルコン， *FJ雲母，緑泥石，不透明鉱物など

が，少量みとめられる。

三幌Jll上流に露出している，企i長石現状支i守iの発達している岩相のものには， 5mm に

もたつする住状の理状変品会l長石が発達しており，同時に他鉱物も粗粒イじしている

II I. 5 第四紀層

第四紀層は，河川にそって発達している洪積明の段丘堆積物と t!ド積明の庄錐i住積下jお

よび現河床堆積物に区分される。

III.5.1 洪積層

この地域を流れている大きな河川の流域には，河岸段丘の発達が，いちじるしい J これ

らは， 1スの 3 つに分けられ，それぞれ砂喋層をのせている。

f第 3 河段丘堆積物

洪積層(第 2 河段丘堆積物

l第 1 河段丘堆積物

第 3 河段丘堆積物は，現河床面ょう， ;J m) 守タトの丙さで，発達しているもので，最も分

布の広いものであるつ

第 2 河段丘堆積物:ま，現河 qミから， 20m~40m ，第 1 河段丘堆漬物は， 120m~160 m ,

とそれぞれのI'与さに発J主している二耳n，第 2 河段丘J住積物の発達は，変成帯の西田IJでけ

んちょで，東側はほとんどみられない二とくにその発達のいちじるしいのはメナシェンベ

Y川ぞいの地民であるコ堆積物I，砂碍および粘土である。
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III.5.2 沖積層

これば， ;兄河!ぶのはんらん止しif:積約 !
J 、ム、+ .;.，よ/一、-て I_ 二l. .;.、、 fltl ，r一、、ゴ

/J-~イヨむ J品わ νゾ， )\さ J品川) IIV)i 'IL~ど

みられる寸

lin 北 Jll: 憤物は，弔問 Ii の交 fj 足'市と不安 J

戒告:の J立界部に発」主しており， '1'1&'6

の角疎，砂およびホ ljl こからなる

III.6 地質情造

[''J I福地 h'~ の地目構泣は， ζ訂!川 1

びその i同i司耳(同 R町則 ii にみられる J年fU陪宣 t忠三;日出山 ii百i; にそれ

ぞれ持ちょうのある，ちがった d山口が

みとめられる んきくみると， NW~

SE の/己 1'IJ をもっ完成刊:におして， j iL jr~IJ

CD 堆積岩 'ht: の構造ノ {jitlj は，ともに引交 9

1であるコしかも，交成dillpを J ‘くめ，

中仙の訂司には，あきらかな月刊;可

与えみとめられる

III.6.1 東側の堆積岩帯の構造

百白 i1 の Jf f: f責岩市にほ，三三!ル!;?ののび

沌の jl-( に分 {Ii する，

ふくむ沼 2 民正

基盤は， メナシュンベツ h~ D 入手

しており，さらに， N~S あるいは E~W の )jltIJ'\!I: を

もつ l折居によって，地層はひじように擾乱されている それにもかかわらず，准聞のラミ

ナや互日状態をかんさつすると，それらの地層は，ほほ;討北のi1:: i:' iJをもち，いくつかの宇行斤 m~何1マ?
可叶1

吉類がしめしているこのような構j造主は， ~~担IJ の JW頂Fffi;:の構.Iiiを持ちょうづけている， も

っとも主要なものである〉この i寺北川の層型構造は，ホルンブr..レス十日:の中にまでも )8~dF

することができるつしかし，ヰlWil1市のちかくでは，その走 [ILl] に平行な片見が発述しており，

それとともに刊日構造も N~S C0;:と向から中軸'lf とほぼ千日な NW~SE の走 1:'IJ までかか

わっている J このような:手立 :i ， ;-p責岩部;の構造が，三七 1&+1i;の rf~:JI<:のまえにできていたこ

とをしめしているものであろう

なお，三のJff: 宿店イi?に発主じている構造仰の形成は，おおよそ， E-W, N~S， NW
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~SE の 'linであり，なかでも最後のものがもっとも大きいとみられるご

III.6.2 西側の堆積岩帯の構造

西側の堆積岩帯の構造は，東側のそれとは，

ひじようにちがっており，構造活動の影型:がつ

よく現われていて，複雑な構造をしめしているご

これは， {!ll ]J: 断層で変成帯と持していることや，

新第三紀回をはじめ，白主紀 H，日高層群のけ

んちょな帯状配列などで特ちょうづけられてい

る。 いまのところ， くわしく構造を解析するこ

とはむずかしいが，おおまかに 5 つの構造単位

に分けることができるつこれらを地質構造概念

1>< 1 にしめしたように， I, II, III, IV, V;貯とし

て説明する。

1 帯: この地帯は， 新第三紀)函と街ーと断

層との間にあって，あとからのべる， III 帯の東

部や， IV ，市とおなじように， L:! I古j変成ii告のi主二

活動の影担をー番激しくうけた地，;告である F し

たがって，低)三の変成や{山1]14をともなうせん断

がいちじるしく発注しているごおおよその構込

は ， (jlj_:.:!1 Jj ·}~}1 にやや主行とする， N20c~30 乙W

J( ，j のせん断， :m:日 l で日ちょうづけられている

また紀官:の1J七日などから号えても，;むしい

mi !i i ，りん j~・構j与をなしていると、われるが，

くわしい;書店は，わからなし

H 帯: この地'ii?の構造は， N60士 ~80CW

):i ll~!] の間 llu ，断!討で日ちょうづけられているが，

これは，出[二断固と，いちじるしく引火し，あ

とでのべる着目ノをかぎとした;喜j立?拝析と

勺え台わせると， it'l;おう;j ih 〉構造の残っている r,
U 2!<m

ものとヲえられるーそれで，新宿三紀日の府民 第 17~ 百也 IJ 閉店開

校の日で， i}If l釘・支Jf;されたものであろう ，色村
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III 帯: この地イ|;;は， II 帝と V ，ji; 二の問の 1(1J ，j"\ 部!';Zj fJ- l{[I:'l: にあたり，日高の H'll 二断層ふ

さんは， I 市とおなじ傾向の構己主宰がつよいが，中央部， r~l 部では， II 帯とおなじよう

な， E~Wn: の構造要素があらわ ;n ている この地帯は，新第三紀屑，白子(';紀屑の分イ [1 が，

もっとも広~~ ')ことも持ちょろ的なことである

第 18 図 様似川上流の街上断府前 t誌のせん l新市

IV 帯: この地帯は， qザとおなじような北目にあり，その構造に似ている しかし，

iQkM" のていどは I ，ii;: よりはむしろはげしいコこれは， I竜の沢以南の特ちょうでもある c こ

れらの構造ほ，低角山の前断層を宅す、るような，交成市内部の影刊;とおもわれるが， く

わしくはわからない

V 帯: この地帯ほ， N20 穴~30CW 万|司の断層と， N700~80乙E hi臼の断層とで，数プ

コザクに分けられて泣いるが， II:H; とおなじように， Iiiい構造を残しているらししユ とく

に， この地帯の南部に:ま，片パホノヤ〉ブ工ノシスが発達しており，まえの構造が両社であっ

たとおもわれるつ

J1 と中.に百 i~!iJ の lii:慣えの樟jさをのベナこが， このような構j造与解!析4行「にあたつて，新 f

1冒音の分1布ド口r ，構i造i昌5およごコせん断等が， ひじように役。;った 1

すなわち， 14ifの新出屑芯， 1) 利n く '11-~; -~J犬に公印しており， この北jj延長は， ~ll-I ;(~_、 ili[')(]rrJII';

地h'~ i's までも追跡されている これ立どの沢でも，二l傾~:[で，なかには，逆転して lいる:'if

もあるが， i刊斗なく育問がとである とぐに，ニズベツ川では， p所属で百しされてばいる

が，ぷ整合の部分が，わずかにみとめられる あまた， この庁 {jii由民で， :m'バ居と !7Gj(~if

(II'n1) の口層群との出土，ほとんと、1T~はな断層であり，せん断は，新日屑の合市と
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平行で，新宮層よりむしろ円高層群につよくあらわれている しかもそれは， N60~80

W 方向のせん断を切っており，西にゆくにしたがって弱くなっている

したがって II 帯のおおまかな構造は，すくなくとも.新宮層 t{目立前のものが，おおく残

されているものとおもに考えられる=

また，新宮層の帯状分布は) I 帯と II 帯との境界と一致しており，この構造線は， f.克上

断層というよりは，むしろ I 帯の西禄が II 帯にもぐりこむような構造線ではなかろうかと

推定されるコまた，この構造線は，新富層の堆積にも影響している可能性がつよい

III 帯の新富層では， 3) エサマシベツ沢で，白望紀層中 1こ合まれている石氏質団球と同

質のものが，疎岩の中にふくまれている。また，チャートの礁が多く，とくに，滝の沢で

は石灰岩の礁がみられる c このようなことは，白宝紀層の広い分布， V ，HF に多くの石氏岩

があることなどから考えても，新富層の堆積時には，すでに日高居群が，現在に;f]: l) ひろ

がりをしめていたと考えられる。それは，新宮層の分布と，白望紀層の分布とが，だし 1た

しユ一致することから考えて，あるいは白皇紀層堆積百の構造ではなし功 3 とおもわれる。

このようなことがらは，この地域ばかりでなく，西舎，神威日悶幅地上 ?~H でも，推定さ

れる乙また，将来にのこされた問題ではあるが，新富層の操岩の牒には，交成岩がまった

くみあたらないが，同時代の堆積とおもわれる，探裳層群の疎岩のなかに，花岡岩，5'£成

岩陳があるといわれている c このようなことは，日~-55r成引の浮きとりの形態によるもの

か，新 dι の lit:積往の形態によるものか，ひじように興咋のある同日である c

1;),}(;, Ii ，日o
III.6.3 変成帯の構造

夜、!戎'出;の内郎構造は，きわめて担維で，まだ不明の点がおお (:l しかいおおまかにみ

れば，変成市の中核をしめるミグマタイト市を中心として，いろ!. )，~)の交代:[~記や大成岩

類が千r}~l犬に配置されていることが，基本となっている

ミグマタイト帯の構造

この地域のミグマタイト借は， 3 つの単位にわかれている すなわち‘ r S] ~1;'，1地耐の中そ

部に伏目する主借と，その南東側に位百し，相せまくつづく津ドーム，および.オピ

ラ l~どiでからはじまって，隣接する|慌京国幅地l~内にかけてひろがっている主d出の背

側に f\川ーしているものが医別される。これらは晴行状に配百されており，桁互の問に;土，

~~~~:j ~lJ\:JA~~ドJ:片昨岩や J1' 状ホノレンブヱノレスをはさんでいるごとくに，主イ!?の:グマタイトと

l\~kji f.ドー ι のミグマタイトとの移り変りの状態をみると，それぞれのミグマタイトを斗

んでJf 'I:'~1; 岩が云 rlj し，それぞれの片昨岩の問には片状ホルンプヱシスがはさまれて 2 つ

の構 JLi' 芋位の境界をあきらかにしているっこのような構造は， ミグマタイトが出下目込
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I: i~\l上断明帝

II: 科長引斑状変品黒雲月 1\· m:Jfc;ｷ;:t

I! a: 緑色角閃石fT l問岩 lI b: 褐己角閃 iif 可閃告

によって，それぞれ特限/下げられる

III: ミクマタイト質 Ii ー麻ど

IV: 輝総岩質fT J閃岩注入キ

北部でほ黒雲母， F3 閃石!;麻岩の FJJY となる

V: 旦芸rJミグマタイト

VI: ミグマタイト持

VIa: 合草百ー石:!"，; ~n ~マタイト主"持

VIb: 合主古ー石黒豆町ミグマタイト品 il 有

VIc:イヒこう岩質ミクマタイト

VII: 縞:伏黒雲母 J\' 麻岩お土己!\. ;l!~ ホルンフエルス

VIII: ホルンブエノレス持 7

Gr: 花こう岩 Gb: 斑糟岩お上 U、、何質岩

第 19 図 楽市民医幅域内の構造問

で形成された初期から，いくつかの中心に三、れて.それら とって

おり.それぞれ回りに早成された片府守や )~r .'~ -J~ S:'~ンユノブヱ Jレユを刊しあげるとともに，そ
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れらを交代したことによって，つくられたものと号えられる。

:IE闘花賞ミグマタイトは，こうしたミグマタイト fi?の形成におくれたある時期にできた

雁行状の割目!こ入りこんだと，解釈されるような分布をしめしている:この種のミグマタ

イトは，まわりの岩石を交代してできたものがおおいが，なかには，あきらかに近入した

とみられるものもある。

ミグマタイト帯の両側の構造

ミグマタイト帯の両側に分布している宕石ほ，片lイト岩や角閃岩など νうように，いちじる

しい片毘をもっていることによって特ちょうづけられる。この片思は， 一三崎にわたって，

おおよそ東落しの傾斜をしめしており，その傾斜の角度は，変「夜帯が幅広くあらわれてい

る南部では，東側が 60つ~70っていどであるのに対して，西側では， 0~40コとなっており，

いちじるしく低角度である ο 変成帯の幅がせまくなる北西部では，東荷とも一様に 50コ~

800

となり，かなりの急傾斜をしめしている 3 このことは，北部地域でほ，それぞれちがっ

た岩石種から構成されている岩帯(変成岩および角閃岩類)の見亨な帯状配列がみられ，

南部地域では，このような帯状配列が乱れていると同時に，街上断層が低角度になってい

ることなどに，密接な関係があるものと考えられる 3

また， ミグマタイト帯の東と百とで(土，構造がちがうだけでなく，岩茸にお G)てもいち

じるしいちがいがみとめられるコすなわち，東開IJ に分布して Gユる縞状黒主母片麻岩や片状

ホノレシブェノレスは，構成鉱物が等粒であるのにくらべ，西側に分布している変成岩類は，

片仰岩類から片状ホノレンブェノレスまで， とくに， 1>'1長石斑状変品の{子主によって特ちょう

づけられているついま一つの大きな持ちょうほ，この百側が，早期からイミ明にかけての各

種の塩基性岩のいちじるしい近入帯になっているのに対して，東側は， (t:::尚岩やアプライ

トなどの酸性岩の近入帯となっていることであるつ

このように， ミグマタイト市の東・苛で，構造や岩氏のちがし 3をみせていること，さら

に，火成岩類についても，それぞれが異程想の近入帯として区別されることなどは，変成

帯の発展の仕方がしユちじるしくヨド対称均であつだことをしめしているものと号えられる「

火成岩類の遊入位置

この地域に分布している火成岩笥辻，三三日〈何:のいろいろの!!計百の溝立 Jユ引に関係して，

それぞれの時間iに近入が行われたものとみられる

もっとも早期の近入岩とみられるもの立町立岩類である c このうち色向閃石角川岩

と褐色角閃石角閃岩は，判長石斑1J: 三ι忠言尽片Ii:j:岩の中 lこ分布しており，それらの構造も

まわりの片府岩と，一致してh るコしかし，それぞれをふくむ片府告の岩間にはちがいが
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みとめられる二輝岩月閃去は，片 l庁、岩市と宗主iまミグマタイト ;ii?の界ふきんに号、 1'lJ

しており，岩!本状あるいは岩眠状の産1えをしめす二そして，これらの白川吉如ほ，東側に

分布しているものほどぼ岩の構造をよく残しており，百間のものほど，戸Ji112(己および片

岩化をつよくうけているつ角閃岩類の煩別についてみとめられる，ミのような事実は，片

Ifj;岩の形成に関係して近入した輝涼岩にくわえられだ，構造要素のちがいをあらわしてい

るとともに，おだがいの近入時間のずれをもしめしているものと考えられる この点でと

くに注目しなければならないのは，輝紋岩巨角内有である。この岩石は， メナシェンベツ

流域以北に分イ[Jが日られており，北部に向うにつれていちじるしく交「に完成されている

そして，北部では，片 iH;岩帯のなかでの 1 つの宕千i?としてあきらかにみとめられるのに反

して，南部では， i羽係はあきらかでなくなり，ほかの片 J1:1;岩と構造的に ~'l交するような発

達をしめしている このような性質をもっ岩石を手がかりにして，交成作用，主人活動の

空間的， f忠商均関係をしることができるつ

以上に老くれた I~~; 朗の火成岩の近入位置は， ミグマタイト'市の周禄羽)と街上断層ふきん

の 2 つの位置にわかれるつミグマタイト帯の!司誌に分 {Iiするものは，戸j閃石斑lJm宕，閃日

岩74・岩，花商岩，かんらん石斑隅岩の!II百に泣入したとみられる c この[まあい，変成帯内部

の帯状配子IJのけんちょな北西域では，世相I] に↓1Jt#;'lt岩が，東側に花岡岩がみられる c しか

し，変成帯が幅広くなり，帯状構造の乱れる南部では， ミグマタイト Hl;の丙 [HIJ に jii基性岩

類が近入しているコなお，花岡岩は，この図隔地内にはみられないが，隣誌の広尾図l幅地

域内で，東側の出基岩類と相伴ってホノレユ/ブ工ノンスイ告に近入しているのがしられている

これらの火成岩類、は，すべて塊状岩であり，それぞれの分布も局地化している二ここにあ

げた火成岩類は，いずれも，いろいろのff~でミグマタイト化をうけている

i重ilJ:断層ぞいには，斑M!l角閃岩が幅せまく近入しているつこの古石ほ， i主!と以~;'E動によ

ってつくられたものと守えられる，いちじるしい片理をしめす八まだ ， J~f'pm どJI可岩と判長

石斑状変Ih13黒雲母片岩との問は，かんらん岩の近入帯となっている

いままでのべてきた火成岩類が，いずれも交成何;の走却方向の帯ュ立:二支・配された辺人形

態をしめすのにくらべて，一見，これと全く関係な N~S t'lの守派詳のJLJ:入活動

が，北西地域でとくにいちじるしく行われている。これらの岩菰群は，いかにも変成，rwが

形成された後の割自にそって入ってきたようにみられる。しかし，花尚岩を買く輝似岩'tq

勃岩脈がミグマタイト化されているという亨完からも解るように，この時明にまでも， ミ

グマタイト化作用がつづいていたということはあきらかである。

III.6.4 衝上断層とその後の構造運動
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i:lIs上断層によって，変成帝(ま，この地域の北苛却では未分離白主紀層と，中部から南部

では上部日高!日群と直接しているとここには，変成帯の東側にみられるような片状ホノレン

ブヱノレやホノレシブヱノレスの:合 {Ii'は全くみられず， わずかに，片状ホノレシブェノレスが~]幅地

討の酉市端に， 日高層群の5子市j:g~(こ一つの街上片・となってあらわれているだけである c こ

のようなことは，街上断層による完成花:の[二昇呈が相当な大きさになることをな11示すると

ともに，ホルンブェノレス類が地下山くにかくされていることを暗示している

街上断層の司自:jの堆積岩には，数粁にわたって，いちじるしい破砕がみられ，そこには，

並列する多くの出ヒ的な断層がみとめられるご一方，衝上断層のすぐ東側の変成帯も，数

百米の栢lこいちじるしく破砕され，珪[じされるものがみとめられる c そして，さきにのべ

たように， i町五断屑にそい，斑摺角閃岩やかんらん岩などの近入がおとなわれたことなど

を考えあわせると，この断層(土，ただ一皮で形成されたものではなくて，永い歴史をもっ

ていると考えられるのである r

変成帯内部にも，うえにのべた衝上断層と並列する，衝上的な性格をもっ断層がみとめ

られる。しかし，街上断層との時期関係は，火成岩の近入時の構造運動や， ミグマタイト

帯の形成および、上昇に関係する構造運動が慢雑にからみあっているために明らかにできな

F
し
V

¥
el

告J上断層よりおくれて，変成帯を横断す石ような， N70oW~N70cE方向の断層が発達

しているつこれらの断層にそって，各岩石(土 l) ちじるしく破111h され，片状化や結泥石化が

おこなわれているごなかでも，とくに大きなものは，この悶幅に隣接:する IpJt:泉図 Ip百地域内

のずノルノレ川 .1二流からミグマタイト主布:のをとおり，ムコロベツ川にぬけるもので， こ

こでは料 100m にもわたってがみられる

III.6.5 造構造史

この地ほの地区構造をつくりあげた立樗造主計は， R，，， "'J交 1&イi?の形成の過程の一部をつ

くるものであるご現主までの知識によれば， L'1変成帯の形成は， I時代的にはジェラ紀の

古から第二三紀の初以にかけて， ?トL世界切におこなわれたアノレブ3ス JDLLr;ili到の， 日本におけ

るあらわれに比校対照することができるごしかしながら，日高山脈にみられる造構造過程

は，典型的なアルプス構造をつくりあげたものではなくて，全体としては街と的な性格を

つよくあらわしている。その造山の様式はi江主性岩類の活動がとくにけんちよなことと，

変成帯の構造が，まわりの堆積岩fi?の捧造と斜交するととなどから，いわゆる地向斜から

地背斜へというような造山の模式とくいちがっているものであるのこれらのことから，日
仏 :-~2

市交成帯は，断裂を基本にしてつくられた造III帯であると考えられるにいたったc
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l叶 II'i/: よilill:< ~三の這構造過程からも，ほほ、おなじようなことがうらづけられる。 出正'f1:岩起

の近入は，交代交の初期から/ド叫にかけて，何|司かおこなわれており，また，交日立~/!-~

圧1+， I 、久 f 、;号、!.-'トメ三 :;'J ごコ J、ふ手 Jラ 手、 J、打、 ii'IIR!司，- .jへJ.__ヘー-，.I-> ，.- φ 、.J.、 -J! -:'、J._ 1_ 三、斗ペヴ
J は u 、 J ‘ ノ -I 、ョーーベ/-i.- 1cふ Ir りい 6- IJヘ ·Y.;I]1 尚句-~ノ i__ ---' '-心'- j 6.司 )4 し l....\..i. -JJ__ ζ- んり 4 L0 コ

このように，いろいろの造構造をへて，支成作;が形成され，それが河倒 I) に iITi U: し，現 11:

みられる構立をとっだのである Z22 成叶内部でおこなわれたJll構造主引は，とうぜんまわ

りの Jf円買岩花:にもいろいろの形であらわれているとみなければならない。しかし，この点

については 1二日のことがおおい乙変成帯が大(ノ;ょできあがったのは，白 i~~ 紀のぷ l守!であると

f与えられる:完成 75: の向上の!時期 1には，少くとも，新 ;1' j ):LJfP;W 巧の Ji f:積以前と以後の二

つの引があ勺たことほ確かである f

IV 応Jl j 地質

この l叫 i 伝土自民げに Jま，金同 fJ D~~ は規模の大きなものはなく， 2， 3 の地点 lこ小規模なもの

がみられるにすさない いままでおよ床のしられているのは， [，;;]ヤ:地域の東南|特に分布して

jJj[ 吋行斑惰吉山の中にみられる合ニヴケノレ鉄五 :H~ と完成号?の西側の目高層群の中に

しられて i，") るマンン託、 rr とである このほか，苛刊の [1 三官群の発達している地域には，

同に F制定している五割引 i隔地域にみられるよろに. レンってミの石川岩に作われる水銀鉱「末

がしられていることから，新富 F，fH 辺におおくみられるで計にもその可能性が考えられる。

すでに，ーおには，その転石がみられるという

i刈 Ipii; 地与えの「ト 1心にあって広 L ユ l面積をしめてし 1 る三 rJ\(>I!~: の主|下地J!;~には，ほかの地域とお

なじようにとしてみるべきものはしられていない、わずかに，斑同月閃吉中のかん;

らん 77: 二小 1模なデタン 24: 紅!ドがみとめられるほかと 1点， fi? の下二 i 買に jit 入している，閃

主行(二小 1慢なー行 't)v lJ)，~が日 i~ 存している このほか，石川官が，新 d♂

ている

っさに，それぞれについての t~' 止をのべる

1. チタン鉄鉱 (li)

この地にみられるチタン鉄鉱床は，メナシュンベツ川のえ :ift( ノレベシェベの沢の .h ，Tr L に

みとめられる この広床は，今日の訴査ではじめてしられたものである

このチタン鉄正月 Jは，ノレベ i/ ュベの沢の上流に分 {U する斑櫛角閃岩の中に， I幅約 5m ほ

どのレンズ jj; 岩片として介在しているかんらん岩の中に旺胎している。このかんらん岩

村，呉~:Ijかんらん吉で，理隅角閃岩の東側 [ζ 点々と分布している余!万輝石かんらん岩とは，
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全く岩貨のちがうものであるコ呉剥かんらん岩は，片月一の発害した，緑黒色の岩石で，そ

の構造はまわりの斑摘角閃岩と一致しているつ

チタン鉄鉱Sj(:ま，異景IJかんらん宕の片見に平行な角同日イヒ'貯や涼泥石化ザにみられる

したがって，異引かんらん岩[主自体が 1 つの鉱山とみることができるが，品位はごく低い

ものであるつ

1, ;;, 4 ， G ，ー， 10 ，:21， :2;1,
2ｷ 含ニッケル磁硫鉄鉱床(音調津鉱山大勝坑) (Py)

「三 Jr隔地域の東南隅，主幌川日市 j或に， H;i~存しているコその 1 つは，かつてニザケ

ル株式会社によって，大~j)J坑として開坑せられたものであるコこの鉱イじよ由 fjj; の中心ば，む

しろ隣接する「広尾」図幅地域内にあって，そのほ岩とする角閃石理槽岩体のより膨大と

なる部分にある。そこでは鉱床の露頭が大小数卜カ況にしられるものがあって，ここにの

べる大脂坑はそれの最北部に位置している。

鉱床は十時国広尾郡広号町 1~J 謂津にある。鉱山に至るには古謂津市街地を経由し，それ

より露頭までは 10km 内外の距離がある。奥地の露頭をのぞいては，トラザク道路が開か

れている。鉱床は角閃石斑楠岩を母岩とする。この斑楠岩にはすでにのべたように，種々

の岩類が区別される。すなわち，かんらん石斑楠岩，輝石斑楠岩，角閃石斑楠岩などであ

るつ

この地域にみられる ~.U ぷは合ニザケノレ磁琉鉄鉱床と石黒鉱床とからなり，おおくの場合，

両者が相伴っているっそれらの露店 iは，美|院川ヒ流，コイカクオシラベツ川上流の本流あ

るいは支流に数多く分布しており，そのうち，三幌川上流のものが，この区 II福地域にふく

まれ，大 I]別立としてしられている。

このふきんにほ，数多くの昆却がしられているコこれらは大体 N70 ミ~80JE のろ jに並

ぶ傾向があるつこれらのた;化帝のうち，個々の弘!~(は， N30 ごW 方l珂ののびをしめしてい

る 2

大封印についてみると，大同jillより N30
C

W 方1臼にのびる小沢にそって，一時とに点々

と露頭のならぶものがあって，坑道はこれを目指して掘り進まれているべこの長~rぷのまわ

りほ，黒雲母をともなう輝石斑間岩・である o J.Jj~体はそれに対し，あきらかに催古三， (I'項目

の輝石斑椀岩からできているコその周りのほ岩にも磁(inC鉄鉱のともなうものがみられ，よ

りおおくの磁琉鉄およが散点しているが，充分に連続するものではない。しかし，かなりの

範囲にわたって切れ切れにこれを追跡することができるコこれは一般にゴマ鉱とよばれる

ものである。こうした鉱床の周りには，角閃石斑楠岩の'ドI:質をしめす岩手日がしばしばみと

められる。それとゴマ鉱との関係は充分にあきらかでないが，ややおくれた時的lに形成さ
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れたものとみられていることくにの一部に塊1えのほ !I主主主;の密害しているものがあ

るが，ニマと密接に伴l) あっている一このムク広の:目立，ゴマ紅にくらべその呈[まはる

かにすぐないーまナコとのような月下jS1笠間岩相のみられるあたりには，つねにせん断百二

が発達しており，これら両者を探にとの 1 つの子がかりとしている

F瓦J

1) ;宅可 ~B~J.王ι;二: (し斗 4つレゆ》るムク;丸 L、コ)

2) 散点先; (lj わゆるゴマた)

3) fffd ミ鉱

上記のイゴは，その形成問がちがうと三えられているが，相互の同{こは定状その他の点

で密按な関係がみとめられる

1の) t塊?忠却~;!代:ミに王 ζ日;ユ(ばま日琉{化 3京史拡〔巳広-，物が可:岩をほとんど交代しつくして I塊世削 1状7元;の E産主主引i:I代:之;を!三丞するもので，散 J人、

j鉱1広よとは:所軒 F序F しな L口3 てこの鉱石は散点中あるいは母岩を切るせん断千 17 の中にみとめられる二

塊状封、の中の珪酸塩鉱物は角閃右，判長石，黒雲[0:まれに似泥行などでその '1'1:質はほ宕の

ものと IIA らかにちがっている

2) 散点先は母岩の組結中にほぼ一様の科目粒の硫化鉱物の散点するものをいうコこの ~Ij;

行はおよ!示の主体をなし，釦;行の基立をなすものは，すでにのべたように，輝百斑情岩およ

び角!対行理問岩などである c 硫化鉱物(ま珪翌日鉱物の間隙をうめ， r手岩だ;物との J克(土比較

的平滑である 一部は角閃石や判長石のへき開，剖目その他不規則に?と;染しているニその

さい，輝日夕 E間岩 j、日のはあいは，接触する ~Jl: 物にけんちよな三万をあたえないが，月間

斑情の(ぎあい(ま，わずかの交官をあたえ，カミントシセシぢ，ぶどうで，尼古なと

が生:吠されている

3) 三まは・岩を切るアブライト民(二、釘;のプえきなが日がともなわれるものであ

るが了されるほど大きなものはないしこれは塊を切っている

うえにのべたもののほか，相ド:散点 j士、と J)~~ f) \;}12~ との rfl 日!羽立をもった t1i*:". 散ある

し、は半 ;γo 七;がある

航行;二円:土鉄車 I~; を主体とし，黄銅 J; 1: ， /j 鉛f1 1; ， I吋亜鉛 χ，キェーパ }i~; ，ホリジマ

イト， ~X ニザケノレ主" li五件 t扶戸ぶなどをともなっている二このほか ， tl主投ニッケノレ広からか

わったヴィオラル拡がみとめられ，また，少足のチタン ~.'Ut 、をともなっている亡

牢

鉱石品位の数例をしめせばつぎのとおりである。

番場晶夫による。
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成分 eu Fe Ni S Si02
鉱石種

粗粒散点鉱 1 0.131 8.79 0.130 3.30 45.57

細粒散点鉱 0.231 12.49 0.544 4.57 41.17

細粒散点鉱 0.079 8.18 0.151 2.57 44.66

え唱 状 鉱 0.304 46.02 2.106 32.05 5.10

3ｷ マンガン鉱床 (Mn)

悶幅地域の丑:有|塙にあって，隣民の 1幌泉図 1福地域から，この閃幅地域にかけて 3 リ?に

マンガ:/の小拡床がしられている。つぎに，これらを

拡))，~(ま， t~:~ 岡沢民市部と，大泉越えの沢をはさみ南北に並んでおり 3;': 寸に同宣があるコ

その 1 つは，東様 ij;)、，f Jl:Ll r として稼行された。松岡沢上流の第 1 ど沢(通称マンヴン沢)の

ものも，東様似およ山の一部として稼行されたことがあるつ

松岡沢上流部の鉱床(ま，変成借百\;艮の簡上断層に接近した位置にあって，その卜 1宮崎の

ひじように捜乱をうけた地帯に賦存している c そのふきんは，メナシェンベツ層の B 層か

らなり，粘ほ岩を主とし， レンズ状のチャートを挟在している。マンブ f ンほほ，このチ

マートにともなわれている。 このチャートは，長さ 10 m内外の小岩山にわかれており，

それらが不規則にならんでいる。したがって，その連続性を追跡することはむずかしい。

しかしながら，まわりの岩層の一般走向にそって，約1.5km の問に数カペもその目立{がし

られることから，一定の層準にそって点在するもののようである。このチャートレンズの

上盤および下盤になっている粘仮岩は，いちじるしく庄砕されており，やや軟支の黄，yvJf芭

岩lこ変ってしユる。これは，多量の緑泥石片が形成して，一種の変質岩で，ふきんにみられ

るふつうの粘収岩の性質とはちがっているつこれとあきらかな境界をしめし，定i(DN~S，

E40° に傾くチャート層がみられるつこれは長さ 10~15m の厚さで， 2~5m ほどの大き

さをもつもので，かんさっされた露出では，雁行して 2 つみとめられ，なおその延長方向

に 2， 3 の小岩体がしられるほどの拡がりをしめしている。

このチャートは，微細な石英の集合で，その一部には，かなり赤鉄鉱の微粒をともなう

鉄質の部下がみられる。ここには，いちじるしい破砕の跡がみられ，その破砕面にそって

より大形の粒状石英に再結晶することが広くみとめられる。また，さらに後続する破砕作

用があって，その破砕面は酸化マシガン鉱でうずめられている。この酸化マンガン鉱の種

類は決定できなかった。そのほか，割自にそってぺンピス拡が少量みとめられるつこの種

のものは珪質合鉱部としてあっかわれるもので，チャート岩体の多くの部三がこの状態で

一 52 ー



あり，酸化マンガン鉱の綱決lこ拡がる部分に高し 3涜1主の部分が局在する

拡イゴ.としてあっかわれるものは， うえにのべたものとはちがい，おもに地去部の)Iiくに

みられ，露天化をうけたと考えられるものであるコこれはお.:--"，淳状をしており，チ守一?を

構成する !ird'立の石民社とちがった，より大形の1JI)'~粒と，それと密接に組みあう酸化マン

ザンからなり，グノレ状の沈澱をしめした皮殻決構造がみられるコ一部子(土少註の亦鉄広

をともなっている=この酸化マンガン広は X 誌による検討の結果， r-lVln02，および。

Mn02 のような低結品医の二酸化マンガン広である J 拡淳状の空lirTI 内而!こ， しばしば微jJL

の酸化マンガン広結lihがみとめられるが，これは，パイロ jレース紅であるでこの鉱石(ほま，

?夜友行された当!日!巳さには，平1均句」占品if市ILI位 42 5'刃Jていどのものとして出史距鉱lど;されたと

(は土，ほかに 2 カの民χ掘りあとがみられるが，まえにのべたものとおなじ i i" J:rL~-のもので

ある

通称マンガンの沢の~Jl~Jぷは，出代越えの lJ!じから N60E )j/UIこ走り，滝の沢にいたり，さら

に交成千帝i背?肉 i部唱 lにこまでのびる断層線 E日[ににここJ位1

j位、江ι山;に引;f任体4半2のまわりは砕粘十i~.~吉からなり，宍がし 3 ちじるしく，大きなよ也市jれ地形をあら

わしている c このなかに， レンズ状のにはがふくまれている。現地調査の際は崩落土にお

おわれて，日干細をみることはできなかったが，その連続↑tを追跡することはむずかしいよ

うである。

鉱石は黒色の酸化マシガシタ11:を主[ょとしている、なお， ~1:石を網状に切って菱マンガン

拡の澗:~f\がみられる ο このが;石はおもに酸化マングj ン鉱で，これに石完とミ酸)..lill鉱物をと

もなつているコかつて稼行された当 !H陀l出寺に(ばま，その ilf山l日I

4· 石墨鉱床 (C)

石墨釘;床は，斑摘岩類にともなわれるのがふつうであるコまえにのべた調津拡山の大

I1)J l)'[には，磁硫鉄~J:Iボの西側にせっし，大きな塊となって露出しているつここでは， jワ閃

石斑楠岩体のなかの，輝石理檎岩相の形成明から，それにともなって日主の浪集がはじ

まっている。この点で，両者は密接なf~係をもつものと考えられる。

このほか，ニオベツ川の閃緑岩質岩のなかで，これとセプタとの聞の仔英訳に，多民:の

ぶどう石とともなって産するものや，また，ぺンケ川の角閃岩中に旺胎するものなどがあ

る。しかし，いずれも小規模のものであるコ

5· 石灰石 (Ls)

様似川流域に分布している上部日高層群，メナシュンベツ屑の B 層の中に，レンズ状岩

体として多数みとめられる。この石氏岩は，部分的には再結!日して大理石にかわっているコ
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まえに湊，松井によっておこなわれた主査によれば， if;!; 量は， 2,600,000 Ii:iとのことである

が，さらにくわい苧ミ査が必要と考えられる
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(Kushiro-67)

By
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SeijiHashimoto

HiroshiAsai

KatsuhideMatsushita

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

Thesheetmap “ Rakkodake" coversthesouthernpartoftheaxial

zoneoftheHidakamountainesinaquadrangularareabetweenlongiｭ

tude143ー to143ー 15'Eandlatitude42ー10'to42ー20'N.

Theareapresentsasteepcentralmountainousupliftextendingfrom

north-westtosouth-eastwithMt.Rakkodake(1,472 m)asitshighest

elevation.

Onbothsideslopesoftheaxialuplift, beingspreadovertherest

ofthesheet, therearegently inclinedwidehillybelts. Ageneraljuxｭ

tapositioninthetrendofthemountainsandthesehillybeltsexactly

accordwiththegeologicalstructurebeingcomposedofacrystallinecore

andsedimentarymantles.

Sedimentaryrocks

ThesedimentarymantlesonbothslopesaremadeupofPre-Cre

taceous, Cretaceous, NeogeneTertiaryandQuaternarydeposits. The

sedimentsconstructingthewesternflankarestronglycompressedand
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areshuttereduponeachotherbysteepreversefaultsstrikingalongthe

axisoffolding. Ontheotherhand, sedimentariesontheeasternslope

showagoodsequenceofsuccessionintheformofmonoclinalstrucｭ

turessteeplydippingtowardstheeast.

ThePre-Cretaceousofthisareaisdividedintotwo, whichpresumｭ

ablycorrespondtothenon-fossiliferousandmonotonoussedimentsof

theso-calledlowerHidakagroupandupperHidakagroup.

Rakkoformationontheeasternsideisrepresentativeofthelower

Hidakagroup. Thelowestmemberofthegroupiscomposedofanal ・

ternationofsandstoneandslate(Amember) , thenfollowsthicksandｭ

stonebeds(Bmember)andtheuppermostpositionisoccupiedbybeds

ofmonotonousblackslate(Cmember). ThestructureoftheRakko

formationisquitesimpleasshownbyitsmonoclinalinclination. The

upperHidakagroupcomprisestheBirδformation intheeast, being

madeupfromverythickcoarsesandstoneandtheMenashunbetsuforｭ

mationinthewest.

ThestructureintheupperHidakagroupinthewestiscompliｭ

cated. TheMenashunbetsuformationisstronglycompressedandsepｭ

aratedbyapatternoffaultsstrikingNW-SEandW-Edirection

respectively. ThelowermembersoftheMenashunbetsuformation

occurasdistinctunitsofwedgeformbeingboundedbyfaultsontheir

bothsides. Theuppermembersofthisformationaremetwithalong

thesynclinalaxisorarefoundasagroupinaseparateunit. The

stratifiedrocksthatmadeuptheMenashunbetsuformationareasfolｭ

lows: ー

A member: bedsof slateandphyllite; B member: slateand

sandstoneaccompaniedwithlensesofchertandlimestone; Cmember:

thickgreywackesandstone; Dmember: bedsofslateandsandstone;

Emember: shaleandsandstonebedsintercalatingwiththelensesof

chert; Fmember: alternationofsandstoneandshaleandbedsof

shale.

TheCretaceousformationdividedintotwogroups. Esamanbetsu

formation , constructedfrommudstoneandsandstone, maybecorrelated

toMiddleYezogroupinSorachiProvinceincentralHokkaidδ ， with
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regardtoitfossilcontents.

Undi 百erentiated Cretaceousformationisfoundinthesynclinalpoｭ

sitionofMenashunbetsuformationinthewestorcropsoutoverlying

Biroformation.

NeogeneTertiary, Shintomiformationisdevelopedinanarrowbelt

alongtheboundarybetweenthestructuralunitsofthePre-Cretaceous

formations. Ithasbeenmuchmuchfoldedandturedover. Sandstone

andconglomeratearethechiefconstituentmembersinwhichabundant

fossiisaretobefound.

Quaternarydepositsoftheareaarebedsofgrave]andofsand

whichcanbeobservedasterracedepositsalongthemainriversides.

Metamorphicrocksandmigmatites

Themetamorphicandmigmatiticrocksofthearea, whichareexｭ

po 弓ed intheaxialpartofthestratified rocks , exibitthemselvesasa

steepanticlineinrespect tostructureand constitution. Theyare

boundedonbothsidesbylarge-scaledfaultsandcompriseadistinct

structuralunitastotheirmetamorphicsequences. Plutonicintrusions

ofultrabasic, basictointermediateandacidiccomposition , werelargely

developedconcurrentlywiththemetamorphism.

J¥ligmatites

Migmatiterepresentativesoftheaxialcoreofthemetamorphic

zone, aredividedintothreecategories di 百ering fromeach otherin

lithologicstructureandmineralassociations, viz. , (1)cordieritebearing

biotitemigmatite, (2)biotitemigmatiteand(3) graniticmigmatite.

(1) Cordieritebearingbiotitemigmatiteconsistsofcrystalsofblaｭ

sticovoidalplagioclase, granularquartzandflakybiotitewithorwithｭ

outporphyroblasticcordierite. Itismedium-grainedmassiveinappearｭ

ance. Twodistinctstructuralunitsaredetectedinthis migmatite,

formingelongatedandsteepinclineddomes; oneofthoseunitsmakes

upthemainmigmatiticheltinthecentral axis, theothershowsasa

lessdistinctzoneinthesouth-easternpartofthearea. Itsnorthward

continuationappearsagaininthenorth- 白eastern partofthearea. (2)

Biotitemigmatitecropsoutinthewesternmarginofthejustdescribed

cordieritebearingmigmatite. Itiscomposedofclusteredflakybiotite,
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granularplagioclaseandquartz. Itisgneissic , beingcharacterizedby

bandedaggregatesofbiotitecrystalintercalatedwithtonaliticmaterials.

(3) Thegraniticmigmatiteofthisareaoccursinlenticularbodies

whichcutobliquelythetrendoftheothermigmatites. Therockis

mediumtocoarse-grained, andcontainscrystalsofK-feldsparamong

flakyaggregatesof biotite, subhedralplagioclaseandquartz. Not

rarely, intrusionorpenetrationintotheothermigmatitesisobservable.

Metamorphicrocks

Metamorphicrocksdevelopedonbothsidesofthemigmatiticaxis,

aredifferentintheirmodesofoccurence, intheirtexturesandinthe

igneousrocksintruded. Inthewesternwingofthemigmatiticaxis,

therocksshowapronouncedschistocity, andoccupyawidetractof8

to15kmwidthinwhichthefollowingrocktypesaredistinguished.

(1) Plagioclasepophyroblsticbiotitegneiss

(2) Migmatiticgneiss

(3) Plagioclaseporphyroblasticbiotiteschist

(1)Plagioclaseporphyroblasticbiotitegneissisthemostwidespread

rocktypeinthewestern 自an k. Itischaracterizedbyadevelopment

oflargeporphyroblasic plagioclase, however, therocksclosebythe

westernboundaryofthegneissbeltareintenselyshearedandaremore

fine-grainedthanthoseadjacenttotheeastward. Thedistinctionin

thetypeofgneissesisalsoreflectedinthepetrographyoftheintruded

basicrockswhosecharacteristcsservetoseparatethegneissesintotwo

types: blasticbiotitegneissIembracesgreenhornblendeamphibolite

andblasticbiotitegneissIIincludesthebrownhornblendeamphibolite.

Nearthecontactof, orinthebodiesofamphibolite, largecrystalsof

pinkishgarnetareobservedorsometimescordieritebearingbiotitegneiss

andsillimanitecordieritebiotitegneisswithorwithoutgarnet, could

befound. (2)Migmatiticgneissofthisareaismarkedbyitsgranuｭ

lose, massivetextureverysimilartothecordieritebearingbiotitemiｭ

gmatite. Thecharacteristicmineralformationinthisgneissisdemｭ

onstratedbythecontaminationofbasicrockswhichaccompaniedthe

transformationofhornblendeintohyperstheneorcummingtonite. (3)

Plagioclaseporphyroblasticbiotiteschististypicallylocatednearthe
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south-westernboundaryofthemetamorphiczone.. Itisfoundasa

narrowbeltthatcanbedistinguishedfromtheplagioclaseporphyroｭ

blasticbiotitegneissbyitsintenseschistocityandbydiminutioninits

grainsize. Therocksinthenorth-westernzoneareveryintensely

shearedtobecomemylonitic.

A seriesofmetamorphicrocksintheeastisnotsoschisticas

thoseinthewest; itdevelopsinanareaoflimitednarrow-ness. That

seriesisrepresentedbyzonallyarrangedbandedbiotitegneiss, schistose

hornfelsandlowgradehornfels, fromthecentertothemargin. Banｭ

dedbiotitegneissistypifiedbyitsdistinctbandingofbiotiterichlayers

andquartz-feldspathiclayers, withoutporphyroblasticplagioclase. The

fragmentsofthesegneissesareveryoftenfoundinthebodyofcorｭ

dieritebearingbiotitemigmatite. Schistosehornfdsdevelopsitself

transitionallyfromthebandedbiotitegneissbylosingitsquartz-feldｭ

spathicbanding.

Hornfelsintheeasternsideislowestingradeinmetamorphism

andretainsoriginalclasticsedimentarygrains; itgraduallypasses

intothenon-metamorphicsedimentariesoftheHidakagroup.

Igneousrocks

Thesequenceofintrusionoftheigneousrocksofthisareaisa

problemofgreatdifficulty. Thedifficultyisincreasedbytheconcomiｭ

tantinteractionofthemtamorphismandmigmatitization. However,
thefol1O¥vingstatementsmaybemadewithcertainty.

(1) Intrusionofthebasic_rocksinthezoneoftheplagioclase

porphyroblasticbiotitegneissoccuredwithinthephaseofitsmetamorｭ

phism. Thebasicrockswhichwereintrudedwereseverlymetamorｭ

phosedtoformamphibolitesbeingcharacterizedbygreenhornblende

andbrownhornblenderespectively.

(2) Intrusionofbasicsheetsalong the boundary between the

gneissandthemigmatiteissignifiedbytheoccurenceofdiabasicam-

phibolites. Therockoccasionallypreservesitsoriginaldiabasicinitial

structures. However, therockinitsnortherncontinuation, iscom-

pletelymetamorphosedandtransformedintobiotitehornblendegneiss.

(3) Intrusivecomplexiscomposedofolivinegabbro , hornblende
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gabbroanddioritearemetwithneartheboundariesbetweenmigmatite

andgneissorschist. Theserocksareofwideprevalenceinboththe

southernandinthenorthernpartofthearea.

Olivine gabbro is very coarse-grained, dark-coloured, possesing

bandedstructurebeingaresultfromthealternationofolivinerich

layersandnormalpyroxenegabbroiclayers. A metamorphicand

migmatitictransformationoftheserockscouldhardlybenoticed.

Hornblendegabbroisfinetomedium-grainedcomposedchieflyof

greenishbrownhornblendeandplagioclase. Somegranulesofpyroxene

arealsoseenenclosedwithinhornblende.

Withoutdoubt, therockshowsintrusiverelationtothegneissesor

migmatite, thegabbrois a百ected byintensemigmatitization. The

intrusionsofdioritewhichaccompaniedthatofgabbro, showaggregates

ofsubconcordantbodiesseparatedfromeachotherbyinterveningnarｭ

rowzonesofgneissseverelymetamorphosedandmetasomatizedinto

hypersthenecordieritegranulitewithorwithoutspinel. Dioriteis

composedofeuhedralplagioclaseanddubhedralhornblende. Relict

pyroxeneisrarelyfoundinhornblende. Biotiteandquartzrepresent

anadditionalphase. Intherocksmoreacidic, theycomprisetheone

ofthechiefconstituents.

(4) Graniticintrusionoccurredintheeasternsideofthemetaｭ

morphicbelt. Graniteisintrudedalongtheboundaryofcordierite

bearingbiotitemigmatiteandbandedbiotitegneissasisobservedevｭ

erywhereintheHidakametamorphiczone. Thegraniteisfineto

medium-grainedmassiveintexture. Afaintbandingduetoflowage

isfoundwithNW-SEstrike; itdipssteeplytowardstheeast.

Jointsdevelopedperpendiculartotheflowlayers, aremostcommon,

thedirectionofwhichopenedthewayforthediabaseporphyriteor

diabasetointrude.

(5) Minorintrusionsofthearea. Thedykesofdiabaseporphyrite

anddiabaseextendoutintothegneissesandmigmatitesandintothe

north-westernpartofthearea. Theinitialconsolidatedstructureof

therockswellpreserved; however, in some partofthemigmatite

domain, thedykeshavesu 百ered intensemigmatititzation. Ithasbroken
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downintobasicxenolithicpatchesandarescatteredthroughoutinthe

migmatite. Itisparticularlyinterestingtonotethattheoccurrenceof

migmatitizationisnotconfinedtoasinglephasebutisrepeatedat

leastseveraltimes.

Dykesoftrondhjemiteareoccasionallyobservedtotruncatethe

gneiss, especiallynearthemigmatiticgneiss. Trondhjemiteiscomposed

ofeuhedralplagioclase, granularquartzwithaminoramounthornblende

andbiotite. Itisdistinguishedintotwotypesofrocks. Theoneis

comparativelyfinerandusuallyaccompaniedbyaplentyofmafics;

theothershowscoarser-grained, itisapliticandmetasomaticallyinvades

thefinerones.

Dykesofapliteareintrudedintohornfelsorschistosehornfelsin

theeasternflankofthemountaines. Thearrangementofthemisquite

inaccordwiththegeneraltrenddirectionofthemetamorphiczone.

(6) Sheetintrusionsofgabbroamphiboliteandperidotitearefound

alongthewesternthrustzone.

Thestructuralmovementsthatmakeupthewholeofthemetaｭ

morphiczoneledtothebreakingoutofthethrustfaultinthewestern

marginofthebelt, alongwhichsheetintrusionsofgabbroandperidoｭ

titeoccurred. Thegabbroisveryseverelymodifiedbyshearingbeing

transformedintoamphiboliteorhornblendeschist. Relictstructureis

rarelypreservedbutcorrelationtothesamerockofotherareaproved

tobeobviouslyofgabbroicorigin.
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